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1．はじめに
（1）研究の背景及び問題意識
地球規模・長期的視点からの「地球温暖化防止」の要請、国内・短期的視点からの「景気浮揚・雇
用創出」の要請への対応策として「省エネルギー公共投資」が有効だと考えられる。
「地球温暖化防止」という点では、化石燃料の消費を抑制するようなエネルギー政策、具体的には、
原子力、新エネルギー、省エネルギーなどを推進することが重要である。省エネルギーは、機器のリ
プレースなどのイニシャルコストがネックとなるが、中長期的に見れば、エネルギー効率の向上によ
り、利便性を損なうことなく、経済性向上とCO2排出削減を両立できると期待されている。とくに、
民生部門における省エネルギーは、オイルショック以降、集中的に対策がなされた産業部門と比べ、
対策努力にはまだかなりの余地が残されていると指摘され、また、今後も民生部門におけるエネルギ
ー需要の伸びが大きいと予測されていることを考慮すれば、今後の極めて重要なエネルギー政策であ
ると考えられる。さらに、民生部門の省エネルギーによってもたらされる、家計や企業におけるエネ
ルギー支出の減少が、更なる消費や投資を促す［1］とすれば、それは、景気浮揚効果を持つ地球温暖
化防止対策と言えよう。
「景気浮揚・雇用創出」という点では、現在、公共投資が対策の柱となっている。しかし、投資先
は硬直化しており、景気浮揚効果の低下が指摘されて久しい。投資そのもののもたらす需要誘発効果
に満足せず、その結果建設されるインフラの有効性をもより以上に考慮すれば、より有効な景気浮揚・
雇用創出対策となるであろう。
そこで、省エネルギー普及のネックとなっているイニシャルコストを公共セクターで負担する、つ
まり、省エネルギーを主要な公共投資対象とし1て、省エネルギーを積極的に推進することで、投資
そのものの効果だけでなく、その結果として実現される効率的な経済構造やCO2排出削減によるメ
リットを大きく享受することができ、「地球温暖化防止」、「景気浮揚・雇用創出」の双方に貢献でき
ると考えられる。ただ、ミクロに見れば、公共投資の投資対象が変更されるので、投資が減少する建
設業などの部門や、効率化されることによって販売が落ち込むであろうエネルギー産業では痛みが生
じることが考えられる。
（2）研究の目的
このような問題意識から、本報告は、「同額の追加的公共投資を従来通り道路建設に充てるのと、
省エネルギーに充てるのとでは、景気浮揚効果などのマクロ経済影響、ミクロに見た産業部門毎の影
響、CO2排出削減効果はどれほど違うか」を定量的に把握し、両者を比較することを目的とする。具
体的には、
①省エネルギー公共投資の景気浮揚効果、雇用創出効果は道路建設と比べ、いかほどか。
②省エネルギー公共投資によるエネルギー需給構造の変化により、エネルギー需要はいかほど減少す
るのか。エネルギー需要とエネルギー価格とのインタラクションはどのようなものか。
③省エネルギーによりエネルギー支出に伴う負担が減少するならば、企業の投資や家計の消費の増加、
さらにはそれによる経済拡大効果は見られるか。それはいかほどか。
④エネルギー産業や建設業は痛みを受けるのか。
を定量的に把握することを目的とする。
1世界的には、アメリカでのESCOの台頭など、省エネルギーは民間部門が担うという潮流になっている。だが、本報告では、上
述の問題意識及び、既存住宅の断熱改修を民間部門が採算に乗る事業として推進することが難しい［2］のではないかという問題意識
より、省エネルギー（既存住宅の断熱化）を、公共部門が担うと想定した。
1
本報告では、第1報として、既存非断熱住宅の断熱化を行うケースを取り上げ、ここでの省エネル
ギー公共投資を、「全国の既存非断熱住宅を’01年から’10年の問に全て断熱化する。その必要経費は
全て公共セクターが負担する」ものとする。道路建設を比較対象としたのは、道路建設が公共事業の
分野別シェアで長年トップの座を占めているからである。
（3）研究の手法
本研究の手法としては、省エネルギー公共投資が、エネルギー価格変化も含め、マクロ経済にどの
ような影響を及ぼすのかを把握することを目的とするため、マクロ経済部門、エネルギー部門からな
るマクロ計量モデルを構築した。さらに、動学的産業連関モデルを連結し、産業部門毎の分析を試み
た。また、省エネルギーの扱いとしては、省エネルギー技術の特徴を詳細に表現し、それを踏まえた
評価が可能となるモデル化を試みた。
（4）先行研究について2
エネルギー消費量及びそれに伴うCO2排出量、あるいは公共投資の景気対策としての有効性を計
量経済分析の手法や産業連関分析の手法、あるいはそれらを組み合わせて分析した例は多い。これら
を手法面に着目して整理すると以下のようになる。
植円らは、マクロ計量モデルと産業連関モデルを連結し、中国のCO2排出量予測を行っている［3］。
ここでは、マクロ計量モデルで算出された最終需要項目を産業連関モデルにインプットし、1次エネ
ルギー産業の生産額から供給熱量に換算する係数を乗じることでエネルギー供給量を求めている。し
かし、エネルギー需要とエネルギー価格とのインタラクションや1次エネルギーと2次エネルギー
との相関関係は考慮されていないなどエネルギー部門が単純にすぎるし、対象期間中の投入係数の変
化を考慮しておらず、産業連関モデルの静学的構造が解消されていない。また、日本の投入産出構造
を中国に当てはめてCO2排出量を再計算し、産業部門における省エネルギーの効果を検討している。
ただ、その実現手段である、省エネルギー技術製造による追加的CO2排出量が考慮されておらず、
省エネルギーの評価として不十分である。
伊藤らは、マクロ計量モデル、産業連関モデルとエネルギー需給モデルを連結し、炭素税を導入し
た場合の我が国のマクロ経済影響、産業毎の影響、エネルギー需給への影響を検討している［4］。こ
こでは、産業連関モデルを、均衡価格モデルとして価格の波及効果を算出している。ここでのマク百
計量モデルと産業連関モデルとのリンクの方法は、マクロ計量モデルで算出された最終需要項目を、
RAS法によって投入係数が経年変化する動学的産業連関モデルにインプットし、各産業毎の変数を
導出するという方法であり、双方が動学化されたモデルとなっている。また、エネルギー部門が詳細
化されている。この動学化方法、リンク方法は最もポピュラーな方法と言えるだろう。
熊倉らは、マクロ計量モデル、産業連関モデルとエネルギー需給モデルを連動させた中期経済予測
モデル（FORECAST）を構築している［5］。これは、産業連関モデルにおける対象期間中の投入係数
の経年変化に伴い、マクロ計量モデルのパラメータも経年変化するという構造となっており、高度な
動学化が施されている。ただ、省エネルギーはタイムトレンドを説明変数として表現しており、具体
的手段でどれだけの省エネルギー効果があるかという詳細な工学的データに基づいて表現してはいな
い。また、このモデルを用いて、日米構造問題協議の最終報告で盛り込まれた430兆円の公共投資
のマクロ経済影響、産業毎の影響、エネルギー需給への影響を検討している［6］。
吉岡らは、産業連関分析手法により、財の単位生産あたりの直接・間接CO2排出量［7］［8］［9］の算出・
2以降、先行研究の問題点を強調しているのは、本研究のオリジナリティ・意義をわかりやすくするためであり、先駆者の労苦につ
いて心より敬意を申し上げるとともに、失礼をお詫び申し上げたい。
2
検討や、住宅の断熱性を改善することによる省エネルギー効果［10］の算出・検討、ITS導入による省
エネルギー効果［11］の算出・検討などを行っている。ここでは、LCA的発想に基づき、対策技術生
産による追加的CO2排出と、省エネルギー効果の双方を考慮して検討している。ただ、これらは、
内訳の把握などの現状分析であり、1時点静学的分析にとどまっている。さらに、これは産業連関モ
デル、つまり均衡産出高モデルのみによる分析であるため、エネルギー需要とエネルギー価格とのイ
ンタラクションやエネルギー部門とマクロ経済部門とのインタラクションを考慮できない。また、こ
こでのCO2排出量の算出方法としては、各産業の生産額に、各産業の生産額あたりのCO2排出原単
位を乗じることによっており、エネルギー起源以外のCO2排出も考慮されている。ただ、燃料代替
などの構造変化の効果を検討することは難しい。
片円らは、建設型公共事業種毎の景気対策としての有効性の経年的比較とその要因分析を行ってい
る［12］。ここでは、公共事業による最終需要を、直接効果分、間接一次効果（素材需要波及）分、間
接二次効果（所得増や利潤増による需要誘発）分の合計と考え、その算出方法を詳述している。また、
景気対策の有効性の比較方法が詳述されている。さらに、建設業中心の従来型公共事業と情報通信シ
ステムや科学技術開発といった分野を対象とする新社会資本整備の景気対策としての有効性を議論し
た研究例を紹介している。この研究で対象としている公共事業は、建設、建築、土木、公共事業、砂
防、海岸、下水道、一般道路、道路舗装、道路橋梁、道路補修、高速道路、区画整理、港湾、空港、
環境衛生、公園、災害復旧であり、省エネルギーは対象とされていない。
井村らは、計量経済学的手法のみによって、民生部門における省エネルギー効果を算出している囲。
ここでは、将来の用途別エネルギー消費原単位（1家庭1年のエネルギー消費量）を計量経済学的手
法により推計し、これに将来の住宅数の想定値を乗じ、ベースケースのエネルギー消費量とする。こ
の消費量に対し、適用する温暖化対策技術毎の省エネルギー率と採用率を乗じて、温暖化対策を適用
した場合のエネルギー消費量を試算する。しかし、省エネルギーポテンシャルに焦点を絞っているか
らではあろうが、マクロ経済との関係は無視されており、対策技術導入に伴う追加的CO2排出が考
慮されてないという点は分析として不十分である。また、住宅断熱化のコストや効果が吉岡ら［10］よ
りかなり悲観的である。
なお、省エネルギーを公共投資として位置づけた研究例はないようである。
2．モデル化
（1）エネルギー需要、CO2排出量算出方法
エネルギー需要の算出方法としては、マクロ計量モデルのエネルギー需要関数などから算出する方
法と、産業連関モデルから産業別生産額を求め、これに原単位を乗じるなどして算出する方法という
2つの別個の方法がある。エネルギー需要と、エネルギー価格などのマクロ経済変数とのインタラク
ションを考える上ではマクロ計量モデルに経済変数としてエネルギー需要がインプットされることが
不可欠であるが、省エネルギー技術生産に伴うC02の追加的排出を考慮したり、具体的な省エネル
ギー技術導入によるエネルギー需給構造の変化の特徴を表現する上では、産業別に最終需要を変化さ
せることができる産業連関分析的手法の方が好ましい。産業連関分析的手法によるエネルギー需要の
算出方法としては、上述のように、各産業の国内生産額を算出して、原単位を乗ずる［71［8］［9］［10］［11］
か、エネルギー部門の生産額を算出して、熱量換算係数を乗ずる［31という2つの方法がある。前者
では、そもそも構造変化を前提としていないこともあるが、燃料代替を考慮できないので、本モデル
には馴染まないと考え、後者によることとした。ただ、国内エネルギー需要は、輸入を含め、輸出を
減じた国内総供給に比例すると考えるべきである。つまり、
3
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そこで、このような産業連関分析的手法と計量経済学的手法の長所を共有し、かつ整合性を保つた
め、産業連関モデルから導かれるエネルギー需要計算式④をマクロ計量モデルと共有することで両者
をリンクし、エネルギー需要について整合性を確保する。これにより、導入する省エネルギー技術の
特性に応じ、そのデータに基づいて最終需要や投入係数を変化させることで省エネルギーを表現でき
るため、省エネルギー技術の特徴を踏まえた表現・評価が可能となる。また、マクロ計量モデルにお
いては、エネルギー需給構造の変化をふまえた経済変数決定がなされる。つまり、マクロ計量モデル
を用いることで、産業連関モデル、すなわち均衡産出高モデルでは考慮できない、エネルギー需要と
エネルギー価格とのインタラクションを考慮できる。
さらに、CO2排出量の算出方法としては、産業連関モデルなどから導いた1次エネルギー需要に、
排出原単位を乗ずるという方法を採用した。つまり、
4
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（C：CO2誘発量，CO：CO2排出原単位を対角要素とする行列言：行，ガ：コークスは輸出のみより除外）
となる。なお、CO2排出量算出においては、，96年の排出量実績は3．37億t－Cであるが、計算結果で
は4．07億t－Cと、20％ほど実績値より多く排出される結果となった。したがって、－96年の排出量の
計算結果と実績値について整合をとる補正係数を全期間中の予測結果に乗じることによって計算を行
った。
（2）モデル構造の詳述
本モデルは、産業連関モデルとマクロ計量モデルを連結させたものであるが、便宜上、産業連関ブ
ロック、マクロ計量ブロックと呼ぶこととする。両ブロックは、概念図1のようなリンクを施して
いる。以下、順に説明する。
・エネルギー需要誘発式の係数パラメータ
・追加的公共投資による変数変化（△CP，△IP，△L，△SFH，△E）
・マクロ経済変数、エネルギー変数
図1：本モデルの構造
i）産業連関ブロック
1産業連関ブロックの作成
産業連関ブロックの部門構成は、
①農林水産業　②石炭　③原油　④天然ガス　⑤その他鉱業　⑥化学工業　⑦窯業・土石工業
⑧鉄鋼業　⑨石炭製品製造業　⑲石油製品製造業　⑪その他製造業　⑫電力　⑱ガス　⑭建設業
⑮運輸業　⑯サービス業
とする3。また、最終需要項目は
①民間消費（Cの　②政府消費（α苛　③民間投資（上の　④政府投資（瑚　⑤在庫（の　⑥輸出（且幻
とする。産業連関表（産業連関ブロック）と国民経済計算（マクロ計量ブロック）とでは、民間消費、
輸入などの最終需要項目の値が異なる。これは、産業連関表作成段階で在庫などが調整項に使われる
ことなどが原因である。そこで、一貫性を保つために、国民経済計算中の－95年度の最終需要項目額
を産業連関表中のものと合うように修正した。「家計外消費支出」は統計が見つけにくく、マクロ計
量ブロックとの整合性を保つために苦心する点であるが、ここでは、民間消費に含めて、整合をとる
こととした。
2産業連関モデルの動学化
3本産業連関ブロックの部門構成は、エネルギー部門は詳細に扱っているが、その他は、簡略統合して扱っており、特に「その他
製造業」は多数の部門を統合している。その結果、特定部Fl引こおいて極端に大きな数値の出る投入係数となるが、このような場合、
RAS法による投入係数予測が不安定になるなどの問題が′l三じ得ることが指摘されている。本件についての実証などは、次回以降の
課題としたい。
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産業連関モデルを動学化するうえで、投入係数』、輸入係数」怯　コンバータクの経年変化を考慮
しなければならない。対象期間中の投入係数の予測方法としてはRAS法を採用した。月とgの推定
のために使用した産業連関表［13］ぼ80年と－95年である。－80年と95年を比較したのは、予測対象
期間により近い産業連関表を利用した方が予測精度がよくなるという過去の報告［14］、予測対象期間
が15年であるので同様の時間差をとることが望ましいと考えたこと、▼85年から－90年が俗に言うバ
ブル経済など例外的な拡張期にあったこと、－80年以前が特にサービス部門において統計的信頼性に
欠けることによる。
RAS法による投入係数予測を行う前に、まず、この2つの産業連関表から価格変化要因を除外す
る作業、つまり－80年の産業連関表を－95年価格に実質化する作業が必要である。それについては、
各産業の▼95年を1とした－80年のデフレ一夕を求め、それによって－80年価格の▼80年産業連関表を
デフレートすることによった。産業毎のデフレ一夕については、－95年を1とした－80年の生産額デ
フレ一夕［15］と、－95年を1とした－80年の卸売物価指数［16］を比較し、1からの剥離の小ささなどを
考慮して表1のように設定した。
参考：RAS法による投入係数推定［14］
1．投入係数推定方法としてのRAS法
産業連関分析により予測を行う場合は、将来の投入係数表が必要となる。そのための手段として現
在のところ最も広範に用いられているのがRAS法である。RAS法以外の投入係数変化推定方法とし
ては、リニアプログラミングによる方法、平均増加倍率法、ラグランジュ未定係数法などがある。
生産技術の発達や経営効率化、新製品の出現などにより、長い年月の間に投入係数は変化する。RAS
法とは、代替効果でと加工度変化効果βという二つの効果によって投入係数の変化を表現するもので
ある。RAS法では、≠一月年と′年の投入係数の間に、
．・J Hドご／・、．・1日イブバ二ヾ …　…　…　…⑧
ち：紙からナイロンやビニールへの代替など、ある産業の各産業への販売が別の産業に代替されるこ
と（行方向）
範：技術進歩や経営効率化により、生産に必要な投入物が変化すること（列方向）
という関係が成り立っていると考える。しかし、2つの産業連関表から各産業毎のrとβをユニーク
に決定することは、方程式数より変数の数が多くなるので不可能である。そこで、rとβは全産業で
共通であると仮定することによりでとSを算出する。そして、過去におけるγとSの1年ごとの平均
変化率を計算し（例えば85年と90年の投入係数を用いてrとβを求めた場合、1年の平均変化率
は、それぞれの5東根である）、これを将来に引き延ばして、将来の投入係数を推定する。
2．RAS法による投入係数の推定方法
例として、－85年ど90年の投入係数表からrとβを推定する場合、
．レ誹り二！ド・．llヽ－．；バ．ベ
（昂居ろ、耳を対角要素とする行列）
である。まず、この各行について和をとることで、
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…　…　…　…⑧，
ドニ．・1バ巾巨．・1′．りJ月ー／′川り．・J　′ヽ列、ー／トヽ．1ト・、・J　′→．引、
、＝・′　バJrり・・・′．′！仙ー′　′川り・・′　′・ヽ∴ノ′・ー′　′、・1り・・・′　′、∴り・、 …　…　…　…⑨
この2組の連立方程式に、以下のように初期値を与え、収束計算を行うことでガとβを求める。
i．屈〃ノ＝4βのの行和／dβのの行和とし、dβのの左に乗じる。この行列の行和はdβのの行和と等
しくなる。
ii．鋤は⑨式に月〃ノを代入することで得、屈側βのぶ〃ノを算出する。この行列の列和はdβのの列
和と等しくなるが、行和は、再びずれる。
iii．昂甥＝Aβのの行和／点在出御β砂の行和とし、混在週βの即ノの左に乗ずる。
iv．鋤＝4βのの列和／月御在夙βの耳のの列和とし、最右に乗ずる。
この作業を児とβの各要素が十分1に近くなる（例えば、有効数字4桁）まで行う。その結果を
Aβのに乗じて推定された－90年の投入係数と、実際の－90年の投入係数とを比較すると、若干ずれは
生じるが、行和と列和は等しくなる。
但し、
．1、イt J：ベイJ …　…　…　…⑩
が常に満たされてなければならない。しかし、我が国は、「マイナスインプット方式」を採用してお
り、くずや副産物の投入係数にはマイナスのものがかなりある。これでは⑩式を満すことができず、
上述のRAS法の基本形を適用できない。その対策として、以下の2点が挙げられる。
i．マイナスが現れないように部門統合を行う
ii．副産物、くずが比較的安定した産業であると仮定し、マイナスを0とおいて、推定された投入係
数表に基準年のマイナス値を置き換える。
本モデルでは、iiを採用し、産業連関表中の4つのマイナス要素（他鉱業一石油製品＆電力，石炭
製品一石炭＆ガス）について、忍とぶ求解計算の段階では0と置き、将来時点の月とβを算出した
段階で、その0を－95年のマイナスの値と置き換えた。
3．RAS法改良の問題点
RAS法によると、予測結果が実際と逆の方向に修正されることがある。この原因は、その投入係
数が、実際には対象期間中殆ど変化していないためだと考えられる。つまり、各行各列は代表値で修
正されるため、本来修正されなくてもよい分まで平均値分修正されてしまうためである。逆に、殆ど
変化しない投入係数は、それが属する行と列に悪影響を及ぼすことも考えられる。したがって、殆ど
変化しない係数を取り出し、それらを0とおいた後、RAS法を適用するmodified RASが提案され
ている。
また、各産業毎に一つのrやぶで代表させることの経済的意味を考える。代替効果rについては、
石炭が石油に、あるいはプラスチックが多くの他の材料に置き換わったケースを考えると、各行につ
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いて代表値を想定することは、経済学的には大きな抵抗感はないと考えられる。一方、加工度変化効
果βについては、生産物　一単位あたりの中間投入を一様に変化させることは説明に無埋があり、現実
的、経済的には、いずれかのインプットに技術進歩があると考えるべきである。以上より、rは全産
業で共通のTを想定するが、Sは各産業毎に設定するtwostageRASが提案されている。
4．RAS法の正確性
－65年価格で図られた．60年表と－65年表を用い、投入係数を更新しないナイーブ予測とRAS法に
よる予測の比較として、，60年表と65年表の投入係数の比、RAS法によって予測された－65年の投
入係数と実際の－65年の投入係数の比を比較する。その結果、誤差率20％以内にRAS法は半数以上
の投入係数が入るのに対し、ナイーブ予測では、40％。誤差率0．7以下はかなり減少するが、1．3以
上は変わらない。実績生産額を与えた場合の、予測中間需要額については、ナイーブ予測の方が誤差
率が小さいものもある。これは、中間需要構造が比較的安定している産業である。また、－70年を予
測するには、－60年と．61年より、－60年と－69年を用いた方が誤差率が小さい。
過去の2時点の投入係数からrとSを求め、そのrとβを延長し、将来の投入係数を予測した場合
の精度を検討する。－60年と65年の投入係数からrとβを求め、これを延長しで70年の投入係数を
推定する。それと70年の実績生産額から中間需要の誤差を求めると、rとβの延長が有効である産
業もあるが、ナイーブ予測の方が有効な産業もある。ナイーブ予測の方が良好な結果を示す産業は、
投入係数があまり大きな変化を示さない産業である。これは、rとgを一つに代表させてしまうので、
比較的安定した投入係数をも変化させてしまうというRAS法の問題点を示していると考えられる。
ー95年価格で実質化された－80年の産業連関表と95年の産業連関表より、RAS法によって忍とβ
を求め、1／15乗根を取って、年換算のガとβを求めたが、1からの剥離が非常に大きくなった。こ
れは、－80年から▼95年の間は、経済成長や産業構造の変化（サービス化・情報化など）が急速に進
行した期間であることを示していると考えられる。ただ、今後同様の変化が、－10年まで同様の速度
で継続すると考え、この値をそのまま予測に用いることは非現実的である。そこで、代表的な日本経
済のシミュレーション結果［17］より、－80年から，95年までの年平均成長率実績（3．3％）と、－95年か
ら－10年までの年平均成長率予測（1．0％）より、－80年から－95年に生じた変化が、その1／3のスピー
ドで、－96年から－10年まで継続すると考えた4。つまり、I80年と－95年の産業連関表から取り出した
児とβの1！45乗根をとり、－96年から－10年までの1年換算の月とβとした。本モデルにおいては、
その値と、先行研究［18］で用いられた月とβを比較し、1からの剥離の小ささなどを考慮して、表1
のように設定した。
輸入係数とコンバータの変化については、投入係数変化におけるRAS法のような一般的な方法が
存在しないが、これまでのトレンドが今後も継続するとした線形近似によって対象期間中の変化を予
測した。つまり、各年の産業連関表から、－86年から－95年までの各産業の輸入係数（＝輸入／国内需
要）、コンバータの実績値をとり、最小二乗法により線形近似を行う。そして、ここでも忍とがの算
出手順における考え方を適用し、この1／3のスピードで、▼80年から▼95年に生じた変化が▼96年から－10
年まで継続すると考え、かつ、線形近似関数の’96年が実績値としての’96年と等しくなるように定
数項修正を施し、対象期間中の各産業の輸入係数、コンバータを算出する。但し、．96年から－10年
までの変化率の上限を0．8～1．2とし、それ以上変化するものについては、0．8～1．2倍を上限とし、そ
こまで線形的に変化させるとした。なお、在庫については、変動が大きいので、予測期間中▼95年と
4予測期間中96年～・10年の成長トレンドを予測する際、180年～・95年という中期の成長トレンドのみで判断するのは適切ではな
い。長期の成長トレンドの延長、範囲内としての予測対象期間の成長トレントの予測という視点が当然必要となってくる。長期の成
長トレンドを見てみると、．75年頃のオイルショックまては高度成長ととらえることかでき、その後は、▼80年代後半～．90年代初頭
のバブル経済、その後の不況といった変動はあるが、安定成長ととらえろことができろっ　予測期間中’96年～－10年は安定成長のト
レンドの延長線上、安定成長の次なる持続成長としてとらえ得ろ1、レンドにあると考えた。
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同様とした。以下、図2～8に想定した輸入係数、コンバータを示す。
デ フ レ一 夕 月 ぶ
（訪農 林 水 産 業 1．033 0 ．996 1．00 1
② 石 炭 0．846 1．002 1．003
③ 原 油 1．440 1．003 0．997
④ 天 然 ガ ス 1．064 1．003 0．997
⑤ そ の 他 鉱 業 0 ，9 55 0 ．997 0 ．999
⑥ 化 学 工 業 1．198 1．001 0 ．998
⑦ 窯 業 ・土 石 工 業 0．999 1．003 1．002
⑧ 鉄 鋼 業 1．140 0 ．998 1．00 1
⑨ 石 炭 製 品 製 造 業 1．440 0．998 0．998
⑩ 石 油 製 品 製 造 業 1．440 0．997 0 ．994
⑪ そ の 他 製 造 業 1．009 1．001 0．999
⑫ 電 力 1．111 0．999 0．998
⑱ ガ ス 1．111 0 ．997 0 ．997
⑪ 建 設 業 0．764 0．999 1．001
⑮ 運 輸 業 0．835 0．999 1．001
⑯ サ ー ビ ス業 0．77 1 1．001 1．00 1
表1：本モデルで採用したデフレ一夕，超β
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図2：想定した輸入係数
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図3：想定した民間消費のコンバータ
図4：想定した政府消費のコンバータ
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図5：想定した民間投資のコンバータ
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図6：想定した政府投資のコンバータ
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図8：想定した輸出のコンバータ
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3各データの導出
全体としてのエネルギー供給量、CO2排出量を算出するには、1次エネルギーベースで統一しな
ければならない。なぜならば、例えば原油（1次エネルギー）総供給量と石油製品（2次エネルギー）
総供給量の和をとると、原油総供給の中には結果として石油製品となったものもあるので重複してし
まうからである。1次エネルギーは、上述の産業部門での、
②石炭　③原油　④天然ガス　⑨石炭製品（輸出されるもの）　⑩石油製品（輸入されるもの）
⑫電力（②～④、⑨、⑩以外で生産されるもの）
である。熱量換算係数は、1次エネルギ一種毎の総供給熱量を導出し［19］、これら部門の▼95年の総
供給額［13］で除することによって算出する。次に、CO2排出原単位については、広く用いられている
石炭、原油、天然ガスのCO2排出原単位を採用した。導出した熱量換算係数、採用したCO2排出原
単位を表2に示す。
② 石 炭 ③ 原 油 ④ 天 然 ガ ス ⑨ 石 炭 製 品 ⑩ 石 油 製 品 ⑫ 電 力
熱 量 換 算 係 数
（Tt al／百 万 円 ）
1 ．2 3 8 0 ．7 0 1 0 ．6 9 7－0 ．0 16 0 ．0 36 0 ，0 5 8
C O 2排 出 原 単 位
（t＿C ／T O E ）
1．0 96 0 ．9 0 3 0 ．6 32輸 出 の み よ
り考 慮 せ ず
0 ．9 0 3 0
表2：想定した熱量換算係数、CO2排出原単位
また、④式の係数パラメータ（以下：エネルギー誘発係数）の実績値としては、－95年のみ算出し、
－96年以降については上述のように予測値を算出した。内挿テストを行うためには、▼94年以前の係
数パラメータの実績値も必要であるが、当該年度の産業連関表より実績値として算出するのは膨大な
労力を必要とするので、－95年～▼10年の係数パラメータを過去に延長する形で内挿テストに必要な
エネルギー誘発係数とした。このエネルギー誘発係数の推移を図9～14に示す。
図9：石炭需要計算式の対象期間中のエネルギー誘発係数
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図10：原油需要計算式の対象期間中のエネルギー誘発係数
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図11：天然ガス需要計算式の対象期間中のエネルギー誘発係数
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図13：石炭製品需要計算式の対象期間中のエネルギー誘発係数
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図14：石油製品需要計算式の対象期間中のエネルギー誘発係数
このエネルギー誘発係数の経済的意味は、単位生産額の最終需要が誘発する1次エネルギー需要
であり、民間消費や輸出についてその値が大きくなっている。
雇用データに関しては、産業連関表の雇用表［15］より各産業の雇用係数を求めているが、データの
都合上、原油と天然ガスについては双方の合計として示す。本モデルで採用した雇用係数を表3　に
示す。
雇 用 者 数 （人 ） 生 産 額 （百 万 円 ） 雇 用 係 数 （人 ／百 万 円 ）
① 農 林 水 産 業 4 ，7 0 3 ，1 4 6 1 5 ，2 8 1 ，8 4 0 0 ．3 0 7 8
② 石 炭 4 ，6 0 3 8 4 ，3 5 4 0 ．0 5 4 6
③ ④ 原 油 ・ ガ ス 1 ，7 5 5 8 5 ，3 5 7 0 ．0 2 0 6
⑤ そ の 他 鉱 業 5 6 ，8 7 6 1 ，9 6 2 ，7 2 3 0 ．0 2 9 0
⑥ 化 学 工 業 1 ，2 2 2 ，9 2 8 3 8 ，7 2 5 ，9 0 6 0 ．0 3 1 6
⑦ 窯 業 ・土 石 工 業 4 0 5 ，4 2 5 7 ，7 8 9 ，8 9 4 0 ．0 5 2 0
⑧ 鉄 鋼 業 4 0 4 ，8 5 3 1 9 ，9 2 7 ，7 2 1 0 ．0 2 0 3
⑨ 石 炭 製 品 製 造 業 1 7 ，9 8 8 1 ，2 6 6 ，5 3 4 0 ．0 1 4 2
⑩ 石 油 製 品 製 造 業 2 5 ，0 3 9 9 ，4 6 1 ，3 5 7 0 ．0 0 2 7
⑫ そ の 他 製 造 業 1 0 ，6 3 5 ，5 8 9 2 3 2 ，2 4 6 ，5 6 6 0 ．0 4 5 8
⑫ 電 力 1 7 0 ，4 5 8 1 5 ，7 8 7 ，9 2 9 0 ．0 1 0 8
⑱ ガ ス 5 0 ，9 6 2 2 ，1 8 4 ，6 8 8 0 ．0 2 3 3
⑭ 建 設 業 7 ，0 4 6 ，1 1 7 8 8 ，3 4 7 ，4 5 8 0 ．0 7 9 8
⑮ 運 輸 業 3 ，3 0 5 ，7 7 9 3 7 ，7 6 0 ，1 2 7 0 ．0 8 7 5
⑯ サ ー ビ ス 業 3 9 ，3 2 5 ，2 7 1 4 1 1 ，6 3 0 ，2 6 9 0 ．0 9 5 5
表3：想定した雇用係数
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4公共投資の波及効果の想定範囲
公共投資における、考察対象とする波及効果は図15のように、間接∴次効果までとする5。
公共投資（直接効果）
↓
素材需要波及（間接一次効果）
雇用者恵増加　営業患増加
家計志増加　設備志増加
（間接二次効果）　　（間接二次効果）
図15：考察対象とする波及効果
間接二次までの波及効果を考慮するということは、付加価値経由分の需要も最終需要に加えるとい
うことである。この方法としては、家計外消費と雇用者余剰の和に消費性向を乗じ、そのスカラーに
当該時点の民間消費のコンバータを乗じて最終需要に加える（消費波及分）とともに、営業余剰と資
本減耗引当の和に資本形成比率（＝民間固定資本形成／（営業余剰＋資本減耗引当））を乗じ、そのスカ
ラーに民間固定資本形成のコンバータを乗じて最終需要ベクトルに加える（投資波及分）という手法
を採用した［12］。
5係数パラメータ、変数の計算
産業連関ブロックでは、まず、マクロ計量ブロックに共有すべきエネルギー需要計算式④の係数パ
ラメータ　a～′を決定し、マクロ計量ブロックにインプットする。そして、マクロ計量ブロックによ
り決定された最終需要項目から、各産業の生産高、雇用を算出する。さらに、追加公共投資ケースに
おいては、追加的公共投資による最終需要を算出し、△Ce△〟ヲ△五△∬打（貯蓄変化分）ノ△ガ（1
次エネルギー供給変化分）を算出し（導出過程は後述する）、マクロ計量ブロックにインプットする。
そして、△方より、公共投資の生産波及倍率を算出する。雇用は、
左砂＝ム〟彗砂
（ム：従業者数，ム材：雇用係数を対角要素とした行列言：産業）
となる。また、公共投資による生産波及倍率∬Fは、
珊ノ＝△邪ノ／図1Gナ用地代・補償費ノ
（△JG：公共投資額）
となる。
…　…　…　…⑪
…　…　…　…⑫
5本来ならば、誘発される生産額が0になるまで三次、四次…と波及効果を計算すべきところではあるが、生産波及過程での「波
及の中断」や「タイムラグ」の問題を考慮し、一般的には、分析対象を間接二次効果までに限定している先行研究が多い。
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ii）マクロ計量ブロック
1基本的構造
省エネルギー公共投資が行われたことにより変化したエネルギー需給構造と、GNP、エネルギー
価格などのマクロ経済変数とのインタラクションを考慮して、これらの変数を決定する。エネルギー
需給構造の内生化の方法は、上述のように、マクロ計量ブロック内にGNPを構成する最終需要項目
が各1次エネルギー需要を決定する④式を導入することによった。それによって、図16のように、
民間消費や民間投資がエネルギー需要に影響し、エネルギー需要がエネルギー価格に影響し、エネル
ギー価格が物価に、物価が消費と投資に影響するというマクロ計量モデルを構築する。
民間消費・民間投資←物価←エネルギー価格
l　　　　　†
1次エネルギー需要　　　　　　細2次エネルギー帯要
図16：マクロ計量ブロックの基本構造
需給調整原理としては、投資が前期の資本ストックから減耗分を除いたものに追加され、資本スト
ックと労働から潜在GNPを導く。そして、潜在GNPとGNPの比、つまり需給ギャップが拡大す
ると価格が低下するというような構造とした。また、フローとしての貯蓄のストックである資産が、
将来の消費に結びつく構造としては、民間消費の説明変数として、フロー（所得）とストック（資産）
を採用することによった。
2エネルギー部門の定式化
産業連関ブロックにおいて、最終需要項目から1次エネルギー需要を算出するが、価格とのイン
タラクションを考える場合、あくまで2次エネルギーベースで考慮しなくてはならない。そこで、1
次エネルギーから2次エネルギーに変換する構造（以下：1次一2次エネルギーバランス式）を導入す
る。このフローを図17に示す。
彪砂ニa砂甥砂ナム砂メ耳砂ナ…
（彪‥2次エネルギー、旦了・‥1次エネルギー）
…　…　…　…⑬
石炭 コークス 原＿油 石油製品 天然ガス11次電力
炭
コークス細 l石油製品
、＼ここ
石 コークス 石油製品 天然ガス 都市ガス 電力
図17：エネルギーフロー
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1次エネルギー
2次エネルギー
この係数パラメータの実績値はエネルギーバランス表［19］より求めることができる。なお、予測期
間中のパラメータについては、各年のエネルギーバランス表から、▼85年から▼96年までの係数をと
り、最小二乗法により線形近似を行う。そして、ここでも児とβの算出手順における考え方を適用
し、▼85年から－96年に生じた変化が、その1／3のスピードで96年から－10年まで継続すると考え、
対象期間中の係数パラメータとする。また、変動の大きい係数パラメータがあり、単純に線形近似す
ると実績最終値と近似第1期のギャップが大きくなる場合が生ずる。したがって、線形近似関数の－96
年が実績値としての▼96年と等しくなるように定数項修正を施した。さらに、－96年～▼10年までの変
化率の上限を0．8～1．2とし、それ以上変化するものについては、0．8～1．2倍を上限とし、そこまで線
形的に変化させるとした。図18に想定した1次－2次エネルギーバランス式の係数パラメータを示
す（式番号は後述のマクロ計量ブロックの構造式の番号である）。
1
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図18：想定した1次－2次エネルギーバランス式係数
本ブロックでは、④、⑱において、係数パラメータが対象期間中変化することになる。したがって、
当該時点のみ1をとるダミー変数を用いることにより、対象期間中係数パラメータが変化するマク
ロ計量モデルを構築した。また、先行研究［5］では、石油製品、電気、ガスのみ価格メカニズムをモ
デル化しているので、石炭価格を明記する必要はないと考えた。さらに、1次－2次エネルギーフロ
ーは金額とエネルギーの両方がでてくるが、金額（産業連関表）では、物質フローは読めないのでや
むを得ない。なお、最終需要項目から1次エネルギー需要を計算するのは、エネルギー総供給とし
て1次エネルギーの合計を採用すること及び、CO2排出量を計算する場合、1次エネルギー毎にその
排出原単位が異なるためである。エネルギー代替については、最終需要満足のための2次エネルギ
ー代替と、2次エネルギー満足のための1次エネルギー代替との2段階を考慮しなければならない。
第1段階は、RAS法によりこれまでのエネルギー代替のトレンドを延長するとして表現している。
また、第2段階については、1次－2次エネルギーバランス式係数パラメータを、これまでの延長線
上の変化が予測対象期間中も継続するとして、線形近似により経年変化させることによって表現した。
このように、エネルギー代替は外生的に扱った。
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3マクロ計量ブロックの構造
以下に、マクロ計量ブロックの構造を示す。
①総生産の定義式
（完VP＝CP十ccナ＿〃フナJGナJ十五よr－〟
CAP′＝（冴〟）ナ　△JGナ　△CPナ　△JP
JG′ニJGナ　△′G
（（完VP：国民総生産，CP：民間消費，CG：政府消費，上P：民間投資JC：政府投資，J：在庫，且y：輸軋
〟：輸入，△C君△甥△1G：追加公共投資額とそれによる変化観GNPソG′：追加公共投資の影響込み
の変数）
②潜在GNP
！・ゝ・〃∴＼．！Pノニ〝．JJプ叫ギ′パい〝．二一／い－h右上・′！．JHド・－／小
（1980～1996），R＜2＝0．997，DW＝0．405
（GⅣPP：潜在GNIl打：資本ストック，エ：就業者数）
③民間消費
ドP．・／J．ご∴－バヤ∴VP一一∴ヽ、’／Jり11／一ドノーHJ．′J′ノ∴．．、．．！ヾ．、トソ！・Jり．．∴．．－ヤ．ハ／ノ十二一生∴ー／〃11「・エリ／ド．－／
（1980～1996），R＜2＝0．999，DW＝2．525
CP′＝CPナ　△CP
（PC：消費者物価，ぷ鼠汀：家計資産，βと瑠オ：ダミー変数，β07：対前年伸び率，在ノ：前期，
CP′：追加公共投資の影響込みの変数）
④民間投資
／！一ごり．二′．了！よ．バ．＼了′一二∵バ、Itlソー∴川ノダゴー′′∴V／ソー人1／〃・、．ヽ／．．）一・、〃J二11二一⊥！・〃′二一．う
（1966～1996），R＜2＝0．991，DW＝1．524
1P′＝ムP十　一△JP
（臍：卸売物価，JP′：追加公共投資の影響込みの変数）
⑤資本ストック
．打＝α夕α㍗度日ノ＋JP’ナ1G’－1乃汐
（1980～1996），R＜2＝0．998，DW＝0．367
（◎輸入
．1／＝′J．rJ∴－りー東．五＼’！＝＋り．．ヽ－／プh．1／′／ノー／．；．．、ヾT．1’／1，←∴、∴．ノヾJけー11∴．一成了ブ
（1980～1996），R＜2＝0．978，DW＝2．158
（且￥77：為替レート）
（郭消費者物価
／ダニ′川∴り十／）り／／ノ⊥′J．∴1．プ、ダドりIJり．相．、ヾ′∴＼7，．八一／．二㌧バ！Jドl／！｛紺．・／
（1980～1996），R＜2＝0．994，DW＝1．826
（P（フ比J：石油価格）
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⑧卸売物価
仲野＝0．3乃PO比Jナ0．109分属Ⅹ刀－170オG八P丹G几P′ナ1．ββーβと仇彷ナノ（72
（1980～1996），R＜2＝0．993，DW＝2．074
⑨就業者数
ム＝β』就巧Ⅵ「ド猶．βーβ［灘ナ145ナ　∠△ム
（1980～1996），R＜2＝0．999，DW＝1．411
（入監：労働力人口，△ム：追加公共投資による変化分）
⑩家計貯蓄
ぷ者訂＝4首★GⅣP沈ナ5イ62か乙引オ7ナβ43βナd且摺
（1980～1996），R＜2＝0．944，DW＝1．745
（鼎家計貯蓄フロー，△鼎追加公共投資による変化分）
⑪家計資産
．→：ヽ’！ダニ1リノ∴7年ト！／′＝－！！り．‘に．バ．／）ド1／．ヽ－⊥JJ′一汗り〃ィ．ヾ！ニーだ
（1980～1996），R＜2＝0．993，DW＝1．688
（服す：家計資産ストック）
⑫エネルギー価格
P脱Jニβ．タ72分m五十0．0000〃β惣0月だ∂ナβ．ββJ丘2聖二ⅩfJナ324ー∂乙札付－3．53
（1965～1996），R＜2＝0．962，DW＝1．855
1′子ソ．バ．ヾ＝仕〃／ノ川ノ′仁，バ．バtJ丑／：’一生二一ハ、∴1．ヽ－J一／J．／二J∴－、！乙＼ー〝・．ヽ－．．∴．．J
（1980～1996），R＜2＝0．83，DW＝1．121
（仲てガ乙：国際原油価格，彪0月だ∂：石油製品供給最P丘zGg：電力・ガス価格，E2度乙ガ：電力供給量，
彪C（芸4g：都市ガス供給量）
⑱エネルギー需要量（産業連関ブロックとのリンク）
が＝且1CG4ムナガ0几十がJG4gナガ1月乙ガナ飢CO度ガ十が102だ∂
ム’〃J二．・J′／バドハ／ノー！ィJバ’ドバ′／ノ⊥ド〃J式．1バ′rJ†バ′J′や〃－′JJ⊥川／八／J／「Hilバ．／∴＼1／ノナ」1三1
（ガ一次エネルギー総供給，且1Cn4ム：石炭供給量，j〃α比：原油供給量，且1G4g：天然ガス供給量，
戯ぷんガ：1次電力供給量，且10P足か：石油製品輸入，劇COK厨：コークス輸出，△ガ：追加公共投資に
よる変化分）
⑭1次エネルギー－2次エネルギーバランス式
屁2度乙ガ二月砂甥JCα4上帝砂㌣汐CO度ガナCrり甥10比十d仰望20月R∂ナe砂千gJGA鋤り舟が1瓜ガ
彪CGAg二月（り惣COだ百十亙り惣OPRかナC砂甥JGAg
彪COだが＝且1CO屁ガナa砂惣Cα1ム十方砂切OP足か
彪OPだ∂＝ガ10月RD十a砂惣α私
見2Cα4エニa砂オgJCα4エ
バtJり／爪－〃二．・J′√げ！：二′りダ〃／）
／ジ．．ノドりパた’二、・バJノゴー！ユダハ八一だ
八二一Gl．ヾ・こ．・〃Jノ十人Iノ（∴1．ヾ
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（彪COだガ：コークス供給鼠彪CO4ム：石炭最終需要供給邑彪（週∫：天然ガス最終需要供給邑
且ヲOPだ∂：石油製品最終需要供給量，丘3CO互ガ：コークス最終需要供給量）
（3）本研究の意義・オリジナリティ
以上、先行研究と本モデルの構造について整理したが、それらをふまえ、本研究のオリジナリティ
や特徴は以下のようになると考えている。
①省エネルギーを公共投資と想定し、従来型道路建設公共投資と比較したこと。
②省エネルギーにつきタイムトレンドとしてでなく、具体的シナリオを想定し、詳細なデータに基づ
いて計算したこと。
③エネルギー需要と価格のインタラクションを内生化したこと。
→エネルギーの価格弾力性は小さい（－0．2％）が、石油需要が現在高い水準で推移しており、将来の
価格急騰が予測されるなど必ずしも無視できるファクターではない。
④マクロモデルと産業連関モデル双方において動学化を試み、マクロモデルにおいては、係数パラメ
ータが経年変化する構造としたこと。
→正確にはオリジナリティではないが、なされていない先行研究が多い。
⑤産業連関ブロックからのエネルギー需要計算式をマクロ計量ブロックに組み込んだこと。
→これによって、
i）各省エネルギー技術の詳細なデータに基づいて、最終需要を変化させることによって省エネルギ
ー技術を表現するので、各省エネルギー技術の特徴をふまえた評価が可能である。
ii）省エネルギー技術を生産することに伴うCO2追加的排出量を考慮できる。
⑥産業連関ブロックより算出した、公共投資対象の違いによる消費や投資の変化分をマクロ計量ブロ
ックに組み込んだこと。
→これによって、
i）マクロ計量ブロックのみでは考慮できない、公共投資対象の違いによるマクロ経済影響を分析で
きる。
ii）産業連関ブロックのみでは考慮できない、価格などの他のマクロ経済変数とのインタラクション
を考慮できる。
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3．モデル構造の確認
モデルの構造を確認するため、内挿テスト及び、省エネルギーや道路建設といった追加的公共投資
を行わないベースケースの計算を行った。
（1）内挿テスト
表4に、．87年～－96年までの内挿テストを行った結果を示す（数字は％）。
P A R T IA L T O T A L F I N A L
G N P 0 ．7 8 1 ．7 3 2 ．7 3
民 間 消 費 0 ，1 9 0 ．7 2 2 ．0 6
民 間 投 資 1 ．7 9 2 ．9 6 3 ．7 3
輸 入 3 ．5 8 3 ．5 1 3 ．1 3
潜 在 G N P 1 ．1 1 0 ．9 5 3 ．2 6
資 本 ス ト ッ ク 0 ．7 8 0 ．9 7 4 ．4 2
労 働 0 ．1 0 0 ．1 0 0 ．1 0
卸 売 物 価 0 ．5 2 1 ．2 6 1 ．5 9
消 費 者 物 価 0 ．4 7 0 ．6 5 0 ．7 9
家 計 貯 蓄 2 ．8 5 2 ．8 4 2 ．9 4
家 計 資 産 2 ．3 1 2 ．2 8 4 ．7 0
石 油 価 格 1 2 ．8 6 1 2 ．6 3 1 2 ．7 1
電 気 ガ ス 価 格 1 ．7 5 1 ．7 9 1 ．8 0
1 次 E 総 供 給 0 ．0 0 1 ．2 1 1 ．7 9
石 炭 総 供 給 5 ．0 5 5 ．1 8 5 ．2 7
原 油 総 供 給 4 ．2 6 4 ．2 7 4 ．8 9
天 然 ガ ス 総 供 給 4 ．9 5 4 ．4 2 4 ．6 8
1 次 電 力 総 供 給 7 ．6 3 7 ．0 3 6 ．5 6
電 力 総 供 給 1 ．3 5 4 ．0 2 3 ．2 9
都 市 ガ ス 総 供 給 0 ．4 0 2 ．3 5 2 ．6 8
コ ー ク ス 総 供 給 0 ．1 8 5 ．5 9 5 ．7 1
石 油 製 品 総 供 給 0 ．0 2 3 ．7 8 4 ．5 5
表4：内挿テスト結果
マクロ計量モデルの可否の判定基準として絶対的なものがあるわけではないが、GNPのような主
要項目についての誤差率が2～3％に収まることが目安の一つとされている［20］。本モデルの内挿テス
トでは、石油価格の誤差が気になるものの、石油価格の実績値は変動が大きいこと及びその他の変数
については特段大きな誤差を示していないことより、本モデルは、，96年～－10年までの中期シミュ
レーションへの適用に耐え得るものと判断した。
（2）ベースケースの計算結果
外生変数の想定としては、
①政府投資，政府消費，輸出：対前年度1％増
②在庫：対前年同
③為替：－96年110円！＄，－97～－03年120円／＄，▼04～－10年130円／＄
④国際原油価格：対前年度2％増
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として、計算を行った。その結果を、－85年を1とした場合の指数として図19、20に示す。
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図19：マクロ経済変数の推移
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図20：エネルギー変数の推移
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一一く－石油価格
一一一ロー電気ガス価格
－－1←1次E総供給
→ト一・一石炭総供給
一十※一一一原油総供給
一一一ト胃天然ガス総供給
一一一十－1次電力総供給
一電力総供給
一都市ガス総供給
‥－0－‥コ胃クス総供給
マクロ経済変数については、GNP　をはじめとした需要項目は、対象期間中は緩やかに増加し、物
価は安定的に推移する。
エネルギー変数については、対象期間中、エネルギー需要は堅調に増加する。その中でも、電力や
都市ガス、1次エネルギーで言えば、天然ガスや1次電力の需要が伸びる。そして、石油価格は外生
的に与えた国際原油価格の値上がりの影響を受け、上昇を続けるという結果になった。
4．省エネルギーケースの設定
（1）ケース設定と考え方
公共投資の経済効果には、「投資効果」と「インフラ効果」があり、これらを区別し、明確に取り
扱わなければならない。前者は、政府が投資をすることによる需要誘発やその波及効果であろうし、
後者は公共投資の結果建設されたインフラが経済に与える影響である。
公共投資シナリオとしては、一定額が複数年にわたって継続的に投資されるというパターンとする。
したがって、省エネルギー公共投資に関して言えば、インフラ効果であるエネルギー消費節約分は経
年増加し、投資効果である誘発需要は投資期間中ほぼ一定となるG。
公共投資によって生ずる最終需要ベクトルの作成方法としては、投資効果による最終需要ベクトル
とインフラ効果による最終需要ベクトルをそれぞれ別個に算出し、それらを合計することによって求
めた。投資効果による最終需要ベクトルは、まず、建設部門分析用産業連関表［21］の当該部門（省エ
ネルギー：木造住宅、道路建設：日本道路公団）の投入係数を用いて、素材だけでなく、サービスや
付加価値の誘発需要も算出する。そして、付加価値を経由する間接二次波及効果分を含める作業を施
すことによって算出する。また、インフラ効果による最終需要ベクトルは、インフラ整備による、あ
る部門の消費の減少が消費性向分、民間消費と同様の産業別シェアで他の消費に回るとして算出する。
例えば、省エネルギーに関して言えば、省エネルギーによるエネルギー消費節約分は他の消費と貯蓄
に回ると考える。そこで、エネルギー消費節約総額の消費性向分は民間消費と同様の産業別シェアで、
他の消費に回るとする。なお、消費性向としては、－97年の勤労者世帯の平均消費性向0．72［16］を採
用する。
（2）データ抽出
1住宅断熱化に関するデータ7
建物面積125m2の住宅1戸を断熱化8するために必要な原材料額は表5のようになる。
6総額は一定だが、間接二次波及効果としての民間消費や民間投資の誘発は当該時点のそれらのコンバータに応ずるとしており、
コンバータが経年変化するため、産業別の誘発額は経年変化する。
7本データについては、（株）ミサワホーム総合研究所環境エネルギー研究室よりご提供いただいた最新のデータを参考として、筆者
が作成したものである。必要額と節約量は、熱損失係数（住宅全体から逃げる熱量を、床面積1m2、1時間、家屋内外温度差1度あ
たりの大きさで示したもの。小さいほど断熱レベルが高いことを示す）が2．9である従来型非断熱住宅から熱損失係数が12である
断熱住宅の差をとったものである。なお、窓の原材料である樹脂とガラスの生産者価格についてはデータがなかったため、これら購
入者価格から商業マージン、運輸マージン［15］を滅ずることによって導出した。
8熱損失係数が1，2となるレベルを想定している。このレベルが経済的にもバランスのとれたラインと考えた。
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用途 原材料 必要額（円）
天井 グラスウール 68，716
外壁 木 44，460
グラスウール 65，682
床 木 24，180
グラスウール 24，846
窓 樹脂 49ア909
ガラス 23，629
ドア 木 780
グラスウール 25
計　 302，227
表5：断熱に必要な1戸あたり原材料額
これを、産業連関ブロックの部門別に当てはめると、表6のようになる。
部　 門 製　 品 必要額（円）
化学工業 樹脂 小計　 49，909
その他製造業 グラスウール 159，269
木材 69，420
ガ ラス 23，6 29
小計 252，318
計　 302 ，227
表6：部門毎の1戸あたりの断熱必要額
一方、断熱前の熱損失係数を2．9とすると、断熱による1世帯あたりの年間の節約可能エネルギー
消費毒は、その用途別のエネルギー消費削減効果［10］、り7年の1世帯あたりの用途別エネルギー需
要［22］より、表7のようになる。
用 途 節 約 率 （％） ．9 7 需 要 （10 6cal） 節 約 量 （106cal）
暖 房 6 2 ．4 3 ，0 0 5 1，8 75
冷 房 6 5 ．5 22 0 14 4
計　　 2 ，0 18
表7：断熱による1世帯あたりの年間エネルギー消費節約可能量
これに、用途別エネルギー（2次）構成比率［22］を乗じ、さらに、2次エネルギーの単価9を乗じ、
断熱化により1戸あたり節約される年間のエネルギー額を示すと、表8のようになる。
製　 品 節約量（106cal） 節約額（円）
石油製品 1，39 5 6，586
ガス 307 4，052
電 力 316 7，346
計 2，0 18 17，984
表8：断熱によるエネルギー部門毎の1世帯あたりの年間節約可能額
9各2次エネルギーの生産者価桝101に、物価指勘22］て1ガ年換算することによって算出した。
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2住宅数に関するデータ
居住者世帯ありの戸建住宅数の入手可能巌新データ［16］は－93年のものであったので、これまでの
推移を最小二乗法によって線形近似し、さらに定数項修正を施しで00年の居住者世苗ありの戸建住
宅数とすると、2，637万戸となる（図21参照）。
図21：住宅数の推計
また、戸建住宅現存ストックの断熱普及率10の入手可能最新データ［2］ぼ89年のものであったので、
同様にこれまでの推移を最小二乗法によって線形近似し、さらに定数項修正を施して、▼00年の戸建
住宅現存ストックの断熱普及率とする11と32．2％となる（図22参照）。ただ、－00年に築40年12を越
えることになる住宅数は316万戸と見積もられる13［16］。これらは、対象期間中に建て替えがなされ
るとし、対象から除外する。また、対象期間中に新設される全ての住宅は、規制などにより自発的に
ある程度の断熱化がなされるとし、公共投資対象は既設非断熱住宅に限定した14。したがって、本公
共投資による断熱化対象住宅数は、1，472万戸と見積もられる。これを10年間で全て断熱化する公
共投資を考えると、’01十手年における全国のエネルギー節約分と原材料のみの必要公共投資額（いず
れも百万円）は、表9のようになる。
10断熱化されているとはいえ、これらは、断熱度合の基準としてここで採用した熱損失係数1．2より大きい。ただ、ある程度断熱
されているものと考え、対象から除外することとした。
11住宅フローの断熱普及率は・89年の段階で既に逓増傾向を示しており、線形近似などポピュラーな方法による推定が馴染まない
と考えた一方、住宅ストックの断熱普及率は線形近似がよくフィットした。
12住宅設計技術者は住宅耐用年数を20年（物理的寿命ではなく、子供の成長や世代交代による間取りの変更なども含めた平均寿
命）としており、築40年以上が更新されるとした想定はいささか長すぎるように思われるが、甘3年時点の戸建住宅現存ストック
に占める終戦前に建設された住宅が5．3％を占めている現実もあり、これらを総合的かつ主観的に判断して想定した。
13℃0年に築40年を越えることになる集合住宅など込みの総住宅勘］6］に朋年の全住宅数に占める戸建住宅数の比率r16］を乗じる
ことによって算出した。
14最新の断熱化されているとされる住宅でも、その熱損失係数は、小さくても138であり［23］、断熱度合の基準としてここで採用
した熱損失係数1．2より大きい。ただ、ある程度断熱されているものと考え、対象から除外することとした。ちなみに、，89年の段
階で新設戸建住宅の断熱化率は80％［2］である。
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図22：戸建住宅の断熱普及率の推計
イ ンフラ効果 投資 効果
化学 工業 0 73，466
石 油製 品 △ 9，694☆子 0
電 力 △ 10，8 13☆f 0
ガ ス △ 5，964米吉 0
そ の他製造 業 0 37 1，4 12
計 △ 26，47 1☆£ 444，8 78
表9：年間必要原材料額及びエネルギー消費節約額
（3）最終需要ベクトルの算出
1投資効果による最終需要ベクトル
i）住宅断熱化
上記では、住宅断熱化に必要な原材料額のみを算出したが、公共セクターは、これら原材料調達に
伴う商業や運輸といったサービスコスト、さらには付加価値コストも含めた総額を負担しなければな
らない。そこで、これらサービスコスト、付加価値コストの算出方法としては、まず、建設部門分析
用産業連関表［21］の木造住宅部門の取引基本表から原材料の総コストを求め、これを1とした場合の
各種サービス、付加価値のコストを求め、これに、上記の原材料総額を乗じることによって各コスト
を算出する。これを表10に示す（百万円）。このように、ここでの追加的公共投資の年間の事業総
額は、1，390，981百万円（約1兆4千億円）となる。
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建 設産業連 関表 係 数 総額
原材 料 3，780 ，2 15 1 444，878
建 設業 50，184 0 ．0 133 5，906
電 力 22，6 18 0 ．0060 2 ，662
ガス 1，566 0．0004 184
運輸 業 4 78，009 0．1265 56，255
サー ビス業 17899，865 0．5026 223，587
家 計外消 費支 出 2 37，9 15 0．0629 2 7，999
雇用 者所得 3，232，10 5 0．8550 380，373
営業余 剰 1，656 ，228 0．438 1 194，9 15
資本 減耗 引 当 322，484 0．0853 37，952
間接税 他 138，244 0．0366 16 ，269
計 11，8 19 ，4 33 3，1267 1，390，98 1
表10：年間必要総額
間接二次誘発効果、つまり、付加価値を経由する分については、家計外消費支出と雇用者所得の和
に消費性向（＝0．72）を乗じ、民間消費支出のコンバータを乗じ、これを民間消費誘発額とする（鉄
鋼業のマイナスは無視する）。また、営業余剰と資本減耗引当の和に資本形成比率（＝民間総固定資
本形成／（営業余剰＋資本減耗引当）＝0．54）を乗じ、民間投資のコンバータを乗じ、これを民間投資誘
発額とする（鉄鋼業のマイナスは無視する）。表11に省エネルギー公共投資の投資効果による最終
需要ベクトルを示す。なお、民間消費と民間投資の増分計算は各年のコンバータによるため、対象期
間中変化する。ここでは01年のものを示す。
間接 一次 民間 消費 （間接 二次） 民 間投資（間接 二次）
農 林水産 業 0 4，022 196
石 炭 0 0 0
原 油 0 0 0
天 然ガ ス 0 0 0
そ の他鉱 業 0 0 0
化 学 工 業 7 3，4 6 6 5，55 9
窯 業 ・土 石 0 3 46 0
鉄 鋼 業 0 0 0
石 炭 製 品 0 2 0
石 油 製 品 0 3，17 4 0
そ の 他 製 造 業 37 1，4 12 5 7，7 6 4 4 4 ，26 3
電 力 2 ，6 6 2 5 ，59 7 0
ガ ス 18 4 1，3 3 1 0
建 設 業 579 0 6 0 53 ，2 3 1
運 輸 業 56 ，2 5 5 1 5，8 17 86 8
サ ー ビス 業 2 2 3 ，5 8 7 2 0 0 ，4 6 2 2 6 ，5 5 1
計 7 3 3 ，4 7 3 2 9 4 ，0 7 5 12 5 ，110
表11：省エネルギー公共投資の－01年の投資効果ベクトル
ii）道路建設
同様にして、道路建設の場合は、建設部門分析用産業連関表［21］の日本道路公団部門を用いること
によって算出した。注意すべき点は、道路建設の場合、土地購入に経費が必要となるが、これは最終
需要から抜かなければならない［12］［24］。これについては、道路建設に対する公共投資の総額に占め
る土地購入経費の割合（＝0．234）［25］を用いた。表12に▼01年の道路建設公共投資の投資効果によ
る最終需要ベクトルを示す。
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間 接一一次 民 間消 費（間接二 次） 民 間投資 （間接 二次 ）
農林 水産 業 7，45 1 2 ，878 107
石炭 0 0 0
原油 0 0 0
天然 ガ ス 0 0 0
そ の他 鉱 業 10，967 0 0
化学 工業 15，40 1 3，978 0
窯業 ・土 石 13 1，445 248 0
鉄鋼 業 48，224 0 0
石炭製 品 29，263 1 0
石 油製 品 7，546 2，27 1 0
そ の他 製造 業 78，443 4 1，334 24，240
電 力 7，507 4，005 0
ガス 260 952 0
建 設業 4，104 0 29，151
運 輸業 57，023 11，3 18 475
サ ー ビス業 201，60 1 143，444 14，540
計 599，234 2 10，430 68，5 14
表12：道路建設公共投資の’01年の投資効果ベクトル
2インフラ効果による最終需要ベクトル
民間消費の節約分は、消費性向（＝0．72）分、当該年度の想定コンバータと同じ産業別シェアで民
間消費を増やすとする（マイナスとエネルギーは無視する）。
i）住宅断熱化
表13に省エネルギー公共投資の－01年のインフラ効果による最終需要ベクトルを示す。
民間消費（間接二次）
農林水産業 26 1
石炭 0
原油 0
天然ガス 0
その他鉱業 0
化学工業 360
窯業 ・土石 22
鉄鋼業 0
石炭製品 0
石油製品 △ 9，694
その他製造業 3，744
電力 △10，8 13
ガス △ 5，964
建設業 0
運輸業 1，025
サービス業 12，994
計 △ 8 ，064
表13：省エネルギー公共投資のインフラ効果ベクトル
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ii）道路建設
整備された道路による経済・エネルギー需給への影響については、コンセンサスのとれた定説はな
く、ケースバイケースとなっているのが現実である。確かに、渋滞が緩和され、経済効率向上・エネ
ルギー効率向上に結びついている例もある一方で、道路が整備されたことにより、容量拡大以上に交
通需要を喚起してしまい、かえって渋滞の度合いを強めている事例も散見される［26］。そこで、本報
告においては、道路建設の、経済・エネルギー需給に与える効果について楽観的な立場に立ち、渋滞
が想定通り解消され、燃費向上によりガソリン消費量が節約されるとして計算する。
道路建設の効果については、阪神高速道路北神戸線開通による効果について詳しい資料が発表され
ている［27］。それによると、7号北神戸線（2車線）延伸部12．0kmの開通によって、県道神戸三田
線の渋滞が解消され、年間約4，200kl（100円／1とすると420百万円）のガソリンが節約されたとい
う15。また、高速道路建設コストに関しては、複数の資料がある。昨今整備された、2車線の高速道
路のkmあたりの建設コスト（億円）は、表14とされている［26］。
路線 区間 延長（k m ） 事業費（億円） 建設コス ト（億円／km ）
東北横断 自動車道 遠野市～宮守村 9 350 39
東北中央 自動車道 万世町～窪田町 9 640 7 1
／ 高畠町～上山市 24 1，570 65
常磐 自動車道 新地町～山元町 16 740 46
中部横断 自動車道 八千穂村～佐久市 23 770 33
中国横断 自動車道 龍野市～山崎町 25 780 3 1
四国横断 自動車道 阿南市～小松島市 10 630 6 3
東九州 自動車道 北郷町～ 日南市 9 4 10 46
平均　　 49．25
表14：昨今整備された高速道路（2車線）の建設コスト（億円／km）
また、平成9年度から10年度にかけて、2，068，600百万円が高速道路建設に充てられ、171kmの
高速道路が整備された［28］という。これをkmあたりに換算すれば、12，100百万円！kmとなる。こ
こでは、専門家のアドバイスを受け、後者を採用することにする。したがって、ここでの公共投資事
業総額1，390，981百万円（約1兆4千億円）に対応する、用地費補償費を除いた、実質の道路投資
額は、
1，390，981☆0．766＝1，065，492（百万円）
期待ガソリン消費節約額は道路延長に比例すると仮定して、
1，065，492／12，100＝88（km）→　道路延長
88☆420／12＝3，082（百万円）→期待ガソリン消費年間節約額
これらより導いた道路建設公共投資の－01年のインフラ効果による最終需要ベクトルを表15に示
す。
15但し、道路開通前後での交通需要の変化を適切に取り扱っているかは不明確であり、やや楽観的なデータと考える。
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民間消費（間接二次）
農林水産業 30
石炭 0
原油 0
天然ガス 0
その他鉱業 0
化学工業 42
窯業 ・土石 3
鉄鋼業 0
石炭製品 0
石油製品 △ 3，082
その他製造業 436
電力 42
ガス 10
建設業 0
運輸業 119
サー ビス業 1，513
計 △　 887
表15：道路建設公共投資のインフラ効果ベクトル
3最終需要ベクトルの算出
追加的公共投資による最終需要ベクトルは、1で算出した投資効果による最終需要ベクトルと2で
算出したインフラ効果による最終需要ベクトルの和と見なすことによって算出する。省エネルギー公
共投資による－01年の最終需要ベクトルを表16に、道路建設公共投資による．01年の最終需要ベクト
ルを表17に示す。
間 接 一 次 民 間 消 費
（間 接 二 次 ）
民 間 資 本
（間 接 二 次）
合 計
農 林 水 産 業 0 4 ，28 3 19 6 4 ，4 7 9
石 炭 0 0 0 ．0
原 油 0 0 0 0
天 然 ガ ス 0 0 0 0
そ の 他 鉱 業 0 0 0 0
化 学 工 業 7 3 ，4 66 5 ，9 2 0 0 79 ，3 8 6
窯 業 ・土 石 0 36 9 0 36 9
鉄 鋼 業 0 0 0 0
石 炭 製 品 0 2 0 2
石 油 製 品 0 △ 6 ，5 2 0 0 △　 6 ，52 0
そ の 他 製 造 業 3 7 1，4 12 6 1，5 0 8 4 4 ，26 3 4 77 ，18 3
電 力 2 ，6 6 2 △ 5，2 17 0 △　 2 ，5 55
ガ ス 1 8 4 △ 4 ，6 3 3 0 △　 4 ，44 9
建 設 業 5 ，9 0 6 0 53 ，2 3 1 59 ，13 7
運 輸 業 5 6 ，2 5 5 16 ，8 4 3 86 8 7 3 ，9 6 6
サ ー ビ ス 業 2 2 3 ，58 7 2 13 ，4 5 7 2 6 ，5 5 1 46 3 ，5 9 5
計 7 3 3 ，4 7 3 2 8 6 ，0 12 12 5 ，1 10 1，14 4 ，59 4
表16：省エネルギー公共投資による－01年の最終需要
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間接 一次 民間消 費
（間接二 次）
民間資本
（間接二次）
合計
農林水 産 業 7，45 1 2，909 107 10 ，467
石炭 0 0 0 0
原油 0 0 0 0
天然 ガス 0 0 0 0
その他 鉱業 10，967 0 0 10 ，967
化学 工業 15，40 1 4，020 0 19，421
窯業 ・土 石 13 1，44 5 250 0 131，696
鉄 鋼業 48，224 0 0 48，224
石炭製 品 29，263 1 0 29，264
石油 製 品 7，546 △　 8 11 0 6 ，735
そ の他 製 造業 78，443 4 1，770 24，240 144，453
電 力 7，507 4，047 0 11，554
ガス 260 962 0 1，223
建設 業 4，104 0 29，15 1 33，255
運輸 業 57，023 11，438 475 68，936
サー ビス業 20 1，60 1 144，957 14，540 36 1，098
計 599，234 209，544 68，514 877，292
表17：道路建設公共投資の－01年の最終需要
4マクロ計量ブロックとの整合
マクロ計量ブロックのみによる分析では、公共投資の増額による民間消費額や民間投資額の変化は、
その増加額により一義的に決定され、投資対象の違いは考慮されない。一方、上述のように、産業連
関ブロックより、マクロ計量ブロックのみによる分析と異なり、公共投資対象の違いを考慮して、民
間消費額や民間投資額の変化を求めることができる。しかし、産業連関ブロックより導いた民間消費
額や民間投資額の変化については、当然ながらマクロ計量ブロックと整合性はとれていない。そこで、
エネルギー需要誘発の場合と同様に、産業連関分析ブロックより導いた民間消費額や民間投資額の変
化をマクロ計量ブロック内に共有することで、互いの長所を生かしつつ、整合性を確保する。
まず、追加公共投資分を含めた政府投資JG′は、当初の1Gに追加公共投資分△JGを加えたもの
となる。
1G′＝JG＋　△JG
なお、省エネルギーでは、△JG＝1，390，981（百万円）
道路建設では、　　△1G＝1，065，492（百万円）
…　…　…　…⑭
このように、△JGは外生的に与えられるので、それに伴う対象期間中の民間消費、民間投資の変
化分△Cだ△JPは、上述のように、産業連関ブロックより外生的に求めることができる。
△Caりニ∑1αα砂オC当〃UGCPナ∠H粥肇妙　　　　　　　　　　……　……⑮
行：産業，αα：民間消費のコンバータ，C：消費性向，△JGCP：追加的公共投資による家計外消費支出
と雇用者所得の変化分の和，△β勒：エネルギー消費節約額）
△〟，砂＝∑Jα〝砂オy身△脳P　　　　　　　　　　　　　　　　……　……⑯
（♂〝：民間投資のコンバータ，r：資本形成比，△JG〟）：追加的公共投資による営業余剰と資本減耗引当
の変化分の和）
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また、省エネルギーや道路建設によるエネルギー消費削減分の消劉生向分以外△∬仔は貯蓄に回
るとする。
Sf：仔′砂＝珊ナム脾砂 ・‥　‥　‥　‥・・・⑰
さて、CPとノアにはGNPが説明変数となっているが、△JGによるCPと〟）の変化分△Cだ△〟）
はマクロ計量ブロックではなく、産業連関ブロックより計算することとするので、マクロ計量ブロッ
ク内のCPとJPの説明変数としては、△fGを含まないGNPを説明変数とする。このCPとムPに、
産業連関ブロックより算出した△Cだ△JPを加えて当該時点における民間消費、民間投資CP；〟）′と
することで、追加的公共投資の影響を含め、かつ産業連関ブロックとマクロ計量ブロックの結果の間
で整合を取ることができる。つまり、
CP′＝CPナ△CPニ〃G八のナ∠1CP
〟フ′＝ムP＋．△JP＝〃GA塑ナ△〟）
（封VP′＝GハPナ　△G八P
△（訂げフ＝　△〟フナ　△CPナ　△JP
また、これら、最終需要変化
△用＝△相手△CPナ∠HP
（△現：間接一次効果における誘発需要）
…　…　…　…⑱
…　…　…　…⑩
によるエネルギー需要変化△ガも、追加的公共投資前後での投入係数、コンバータ不変を仮定して、
以下のように算出する。
り二一二！∴V、1′、ド〃、仔．lJノー左バ」！・i／
ガ′二五㌧仁　∠Lg
さらに、最終需要変化による生産の変化△方は、
△ズニdfG（直接分）十月解二ノのオ4期（間接分）
…　…　…　…⑳
…　…　…　…㊧
となる。なお、直接効果△JGは省エネルギーケース、道路建設ケースともに建設業に発生するもの
とする［24］。
また、最終需要変化による雇用の変化△上は、
△ム＝∑1エルグオ∠Lr
ム′＝ム1∵△ム
（1：産業）
…　…　…　…⑳
として、エ′をマクロ計量ブロックにフィードバックする。
このように、産業連関ブロックより算出された△Cだ△〟ヲ△珊△（汎ア△且△ムがマクロ計量ブ
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ロックにインプットされ、マクロ経済の相関関係を考慮した上で、全変数が再決定される。その点に
おいて、本モデルは、産業連関ブロックのみで公共投資の影響を外生的に算出することよりメリ、ソト
があると言えよう。なお、追加的公共投資の財源調達（増税、国債発行）による対象期間中のマクロ
経済影響は無視できると想定した。
5．計算結果
以下に、省エネルギーケース、道路建設ケースの結果を、ベースケース（追加的公共投資なし）の
結果と比較して示す。
（1）マクロ経済変数
図23に見るように、ベースケースに比べて追加公共投資ケースの方がGNPが大きくなっている。
この差の主因は追加公共投資分△JGである。また、省エネルギーケースの方が道路建設ケースより
若干大きくなっている。これは、道路建設ケースでは用地代・補償費を△JGに加えていないことが
主因である。一方、ベースケースと追加公共投資ケースの差は△JGより小さい。これは、追加公共
投資ケースではベースケースより輸入が拡大するため、公共投資の影響を含めないGNPがベースケ
ースより小さくなるためである。
図24に見るように、民間消費は3ケースとも優位差は認められない。省エネルギーケースでは、
付加価値経由、エネルギーコスト削減分経由の民間消費の喚起も大きいが、エネルギー需要の減少や、
輸入拡大によるGNPの減少と相殺する形となっている。また、省エネルギーケースでは、エネルギ
ーコスト削減分で、直接、民間消費に回らないものが貯蓄され、資産に加えられるが、資産ストック
の増加が民間消費を促す効果は極めて小さい。これは、，10年においても、エネルギーコスト削減分
で資産に回る額は資産ストックのわずか0．5％だからである。
図25に見るように、民間投資においても3ケースとも優位差は認められない。省エネルギーケー
スの方が道路建設ケースより若干大きくなるが、これは、用地代・補償費に消える分がないことが主
因である。また、省エネルギーケースでは、建設産業連関表の投入係数における付加価値誘発率が
0．4727であり、道路建設ケースの0．4376より上回る。このこともGNPや民間投資において、省エ
ネルギーケースが道路建設ケースを上回る原因の一つになっていると考えられる。
また、価格への影響に関しては、3ケースともほとんど優位差は認められない。これは、追加的公
共投資によるインフレ圧力とエネルギー需要減少によるデフレ圧力が相殺しているからであると考え
られる。このように、追加的公共投資による、GNP増加、輸入増加、インフレ圧力を見ることがで
きる。
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図24：民間消費の比較
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（2）エネルギー需要、CO2排出量
図26に見るように、エネルギー需要は省エネルギーケースにおいて大きく削減されており、道路
建設ケースと比較すると、－10年で0．7％の削減を実現している。一方、道路建設ケースでは、道路
建設に伴う追加的エネルギー需要により、－10年で0．2％増加する。
図27に見るように、省エネルギーケースでは、▼10年のCO2排出量を道路建設ケースに比べ、0．8％
抑えることができる。一方、道路建設ケースでは、道路建設に伴う追加的エネルギー需要により、－10
年で0．3％増加する。
エネルギー価格は、3ケースともほとんど優位差は認められないが、追加公共投資をすることによ
って、エネルギー需要を喚起し、若干下落する。したがって、エネルギーに関しては、価格とのイン
タラクションはさほど大きくないと言えよう。
図28に、省エネルギーケース、道路建設ケースの、－01年における追加生産需要による年間のエ
ネルギー需要増加分と、省エネルギーによる年間のエネルギー需要減少分の比較図を、図29に、，01
年におけるC02の排出増加分と減少分の比較図を示す。ここでは、断熱化住宅の耐用年数を20年、
道路の耐用年数を50年と想定している。省エネルギーケースにおいては、原材料生産のためのエネ
ルギー需要増分よりも、省エネによるエネルギー需要の減少の方が16．2倍大きく、CO2排出増分よ
りも、CO2排出減分の方が16．5倍大きい。したがって、省エネルギーケースでは、原材料生産によ
る増分は無視できる。一方、道路建設ケースにおいては、道路建設による省エネルギー効果を過大評
価したにもかかわらず、そのエネルギー需要減少分は、原材料生産などによるエネルギー需要増加分
のわずか1．8倍しかなく、CO2排出減少分は、CO2排出増加分のわずか1．6倍しかない。したがって、
道路建設はエネルギー需要削減・CO2排出削減という観点からは、あまり望ましいとは言えない結果
になった。
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図27：CO2排出量の推移
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（3）生産誘発・雇用誘発効果
図30、31に省エネルギーケース、道路建設ケースの対象期間中の間接生産誘発額の産業別内訳を
示す。省エネルギーケースでは、省エネルギーの進展につれ、電力、ガス、石油製品におけるマイナ
ス影響が出ている。その中でもガスは－01年よりマイナス影響を見せる。これは、断熱財生産などに
伴う、製造業からガスへの追加需要波及が小さいことが原因である。その点、電力は、省エネルギー
によるマイナス影響は大きいものの、こうした民生部門の需要の減少を製造業からの追加需要波及に
よりカバーし、▼03年までプラスを維持する。この様子は、逆行列仔伍鋤均君の電力部門、ガス部門
の行を見れば一目瞭然である（付録参照）。なお、建設業はマイナス影響を見せない。これは、住宅
断熱化の担い手も建設業であるからである。しかし、道路建設の担い手と住宅断熱の担い手は建設業
であっても、正確には一致しないので、建設部門内でのシェア変化は当然現れていると考えられる。
一方、道路建設ケースでは、石炭製品、石油製品だけでなく、鉄鋼、窯業・土石（セメント）、化学
といったエネルギー多消費型産業の生産を促す。このことは、図26、28における道路建設ケースで
のエネルギー需要の増加を裏付けている。
図32に省エネルギーケース、道路建設ケースの対象期間中の生産波及倍率の推移を示す。省エネ
ルギーケースの方が道路建設ケースを上回るのは、用地代・補償費を道路建設ケースでは生産額に加
えていないことが主因である。また、その差が経年的に縮小するのは、省エネルギーが進展するにつ
れ、エネルギー需要減少による、各産業への需要面でのマイナス影響が大きくなるからである。道路
建設ケースでも経年低下しているのは、ここでも省エネルギーが見込まれると想定しているからであ
る。
図33に省エネルギーケース、道路建設ケースの対象期間中の雇用創出効果の推移を示す。省エネ
ルギーケースでは、生産波及倍率が経年低下するにも関わらず、雇用創出効果は逆に上昇する。これ
は、生産が減少するエネルギー部門より、生産が増加する建設、運輸、サービスといった部門の方が
雇用係数（表4参照）が大きいからである。
図34に－10年における間接的雇用創出の産業別内訳を示す。基本的には、図30、31における生産
誘発額にそって、雇用が誘発される。省エネルギーケースでは、上述のように、エネルギー部門にお
けるマイナス影響は、間接生産誘発額の影響よりも小さくなっている。道路建設ケースでは、省エネ
ルギーケースと比較すると各部門、バランスよく雇用を誘発する。これは、生産誘発額にも現れてい
るが、道路という公共投資対象が様々な素材から成る複合生産物であることが主な理由であると考え
られる。また、最終需要作成時に、道路建設は素材需要も建設部門分析用産業連関表を参照したが、
省エネルギーはデータに基づいて素材需要を見積もった。このことも結果に影響を与えていると考え
られる。いずれにせよ、バランスよい雇用誘発という点に関しては、多くの原材料から構成される組
立型インフラの方が好ましいと言えよう。
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図31：道路建設ケースの間接生産誘発額
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図34：追加公共投資ケースの▼10年の雇用創出内訳
6．まとめと考察
1マクロ経済への影響
GNP、民間投資において、省エネルギーケースは道路建設ケースより若干大きくなる結果となっ
たが、優位差は見られない。その差の主因は、省エネルギーケースは、既設住宅の断熱化であるため、
土地購入を必要としない一方、道路建設では多額の用地代・補償費が見込まれ、それは波及効果がな
いと仮定していることである。
また、価格面では、ベースケースと追加公共投資ケースとで優位差が見られない結果となった。こ
れは、省エネルギーケース、道路建設ケースとも公共投資によるインフレ圧力とエネルギー需要減少
によるデフレ圧力が相殺しているからだと考えられる。したがって、エネルギー需要とエネルギー価
格とのインタラクション、つまり、エネルギー需要の価格弾力性とエネルギー価格の需要弾力性は小
さいと考えられる。
したがって、本報告で想定した程度の省エネルギーでは、家計や企業のエネルギーコストの削減が
消費や投資を促し、目に見えた景気浮揚のアクセルとなることは考えにくいのではないか。
2エネルギー需要、CO2排出量への影響
省エネルギーケースでは、ベースケースと比べても省エネルギー効果、CO2排出量削減効果が見ら
れる。一方、道路建設ケースにおいては、道路建設の省エネルギー効果について楽観的に設定をした
にもかかわらず、エネルギーの需要増加が大きく算出された。したがって、エネルギーに関しては、
道路建設は好ましくないと言えよう。
3省エネルギー公共投資による「痛み」
省エネルギーケースにより、電力、ガス、石油製品といった部門において、生産減少、雇用減少と
言った痛みを伴うことが考えられる。とくに、断熱財生産による、製造業からの追加需要波及の小さ
いガスにおいて、その影響が大きいと考えられる。また、雇用面では、省エネルギーケースで恩恵を
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受けるサービス、運輸、建設といった部門の方が、痛みを受ける電力、ガス、石油製品といった部門
より雇用係数が大きいので、マクロとしての雇用の痛みは小さいと考えられる。つまり、電力、ガス、
石油製品といったエネルギー産業における痛みは、恩恵を受けるサービス産業などで十分吸収され得
ると考えられる。また、多部門へのバランスのよい雇用誘発という点では、多種の原材料から成る道
路建設の方が望ましい。
7．今後の課題
今後の課題としては、以下の点を考えている。
1モデルの構造の改良
今回、RAS法によって求めた屈とβの1からの剥離が大きくなり、そのままでは本モデルによる
中期予測への適用が困難であった。これは、RAS法の特徴とも言えようが、本研究で採用したRAS
法では、変動の大小に関わらず、全産業で1つの月やぶを仮定し、実質化方法においては、簡便に
デフレートするのみであった。このような手法面の改善を図り、RAS法の手法そのものの性質に言
及することを目指したい。その他、間接二次波及のタイムラグ、消費性向の経年変化の考慮など、モ
デルの構造の改善をしていきたい。
2用地代・補償費の扱い
通常、産業連関分析においては、用地代・補償費は波及効果に結びつかないとしているが、本報告
では、その分が省エネルギーケースと道路建設ケースのマクロ経済効果の差の主因となった。ただ、
用地代・補償費の波及効果に関する先行研究もあり［24］、用地代・補償費を波及効果に含めないこと
に関する理論的背景の確認や感度解析を行う必要があると考えている。
3断熱対象の拡大やデータの精練化
投資対象として、際だって断熱度合いの低い既存戸建住宅のみを対象としたが、集合住宅、オフィ
スビル、新設住宅も対象に含めて計算したいと考えている。また、住宅断熱化に必要なサービスコス
ト、付加価値コストは建設産業連関表中の、木造住宅の新設・増設・改築の平均値より算出したが、
住宅断熱化の工事積算内訳などを参照することが必要と考えている。
4断熱による現実の効果の検討
省エネルギー、ここでは住宅断熱化によって、現実に、データ通りエネルギー需要が削減されるだ
ろうか？事実、断熱化など住宅をリフォームする際、それと同時に、空調設備の充実を図り、かえっ
て空調需要が増加することも多いという。また、仮に住宅断熱化によってエネルギー需要が削減され
たとしても、現実に、その削減分の消費性向分が他の消費に回るだろうか？そもそも、エネルギー料
金は公共料金として自動引き落としされているケースが多く、コスト意識が欠如しやすいことが考え
られる。さらには、預金残高のうち、どれだけが省エネルギーによる浮き分かという情報でもない限
り、消費意識に影響を与えることは考えにくいのではないか。また、住宅断熱化による断熱効果は、
断熱材装着効果は施工で大きく変動し、実績値は理論値の約50％であるという［2］。したがって、こ
れらの要因も考慮した感度解析を行い、より現実的な分析を行っていきたい。また、導入シナリオと
しては、消防法との兼ね合いや耐用年数などといった点も考慮に入れて、現実的なシナリオを考えて
いきたい。
5想定外の波及効果
今回、公共投資の経済影響を「投資効果」と「インフラ効果」に区別して検討を進めてきたが、本
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報告で想定していない効果が結果に大きな影響を与えることが考えられる。例えば、道路整備に関す
る経済効果はガソリン消費削減以外にもあるだろう。省エネルギー公共投資のインフラ効果としては、
省エネルギーが進展することによる産業構造の変化、すなわち投入係数の変化も考えられる。また、
公共投資財源を調達することによる金利上昇などのマクロ経済影響も当然考えられる。その他、考え
られる影響についても検討したい。
8．おわりに
ベースケースにおける、対象期間中のCO2排出パターンが増えすぎるというモデル上の問題はあ
るが、CO2排出量が、省エネルギーケースでは、道路建設ケースに比べ、0．7％減という数字は、COP
Ⅲの国際公約「－10年にCO2排出量－90年比6％減」が困難な数字であることを示していると考えら
れる。やはり、デマンドサイドだけでなく、原子力や新エネといったサプライサイドの対策も不可欠
であり、画期的技術の研究開発も含め、対策総動員が必要であると言えるであろう。
昨今の原子力における幾多の失態が、原子力に対するかつてない逆風を招いている。原子力推進に
対する国民的合意形成にメドの立たない今こそ、従来のようにそれを強行突破するのではなく、国民
の協力を得ながら、デマンドサイドの対策を着実に進めるチャンスととらえるべきではなかろうか。
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付録
1．使用した産業連関表
80年基本表（80年価格）
農 林 水 産 石 炭 原 油 天 然 ガ 他 鉱 業 化 学 セ メ ン ト 鉄 鋼 石 炭 製 品 石 油 製 品 そ の 他 製 電 力 ガ ス 建 設 運 輸 サ ー ビ ス 業 中 間 需 要 計
農 林 水 産 1 7 5 5 7 5 7 3 5 3 g 2 6
0
15 4 6 19 2 94 1 2 5 0 9 0
6 2 5 2
12 2 7 5 0
0
1 1 1 93 5 8 8
0
1 2 6 9 6 4 4 9 0
1 3 0 9 2 1
0
8 2 0 1 3
6 7 6 1 6 7 3 2 14 6 2 0 2 5 16 1 9 5 3 9 7
石 炭 1 5 9
0
0
0
2 8 8 5 0 19
0
0
3 3 7 5 1 3 0 9 7 9 8 6 9 4 7
0
0
6 2 1 5
0
1 1
0
0
3 5 6
0
0
0
17 6 1 0 1 2 4 9 8 6 0
原 油
天 然 ガ ス
0
7 9
0
4 0 5
0
1 32 6
0
4 6 2 2 0
4 7 2 8 0
0
4 7 2 5
0
14 6 3 2 6 3 0 3
7 9 1 8 6 4
7 3 9 2 7 8
0
2 3 5 7 5 4
0
6 3 8
8 6 6 6
12 0 3 2 3 10
10 5 8 4 4 8
他 鉱 業 0 0 13 9 5 8 9 8 0 3 1 1 4 1 6 9 9 8 9 8 3 9 3 4 0 3 9 9 胃1 4 6 6 3 8 8 8 7 3 7 2 2 8 78 7 6 6 9 5 3 0 1 9 9 3 9 5 0 3 7 0
化 学 7 9 9 9 2 9 2 6 0 02 4 12 8 2 0 3 3 4 7 6 7 5 9 2 2 1 3 0 8 7 8 1 4 5 0 2 5 18 8 0 6 73 8 1 1 6 1 5 8 5 0 20 3 6 6 9 4 6 5 7 5 9 1 5 6 1 6 3 8 2 9 7 7 5 19 1 7 3 8 0 3
セ メ ン ト 4 16 7 1 8 4 0 0 0 1 4 0 1 7 6 1 0 1 3 1 6 1 1 7 8 8 7 3 13 7 9 40 1 1 4 3 9 2 0 5 1 6 3 0 5 4 5 3 7 3 8 8 0 6 3 4 0 3 4 2 8 3 3 1 7 2 8
鉄 鋼 3 3 3 3 8 0 6 3 0 0 6 7 7 10 6 7 4 1 6 7 8 16 1 5 5 18 5 1 80 0 8 日 4 1 9 1 0 0 2 3 7 1 5 6 1 5 0 5 2 0 6 8 5 2 2 6 4 0 2 1 9 0
石 炭 製 品 5 3 7 7 9 7 0 0 10 2 0 8 10 0 4 1 1 5 2 3 1 9 7 9 4 9 8 4 0 17 9 80 44 5 0 6 2 4 6 1 1 2 1 4 0 7 4 3 3 4 5 3 2 54 0 1 19 3 0 2 3 0 8 9 4 8 7
石 油 製 品 4 9 8 1 9 7 16 2 7 2 7 3 28 5 9 7 19 6 1 8 2 4 4 2 7 5 0 7 7 7 2 4 3 0 3 8 6 2 2 8 9 8 1 4 80 8 6 7 1 0 3 2 9 2 4 2 5 0 2 8 1 9 2 9 5 4 7 4 1 3 0 4 4 1 7 6 9 2 6 7 3 10 4 8 6 5 2 16 7 7 2 9 9 4
そ の 他 製 造 2 1 5 7 9 6 9 17 7 2 8 1 5 1 4 2 1 7 3 6 0 8 8 6 1 7 7 7 4 4 4 4 9 6 4 5 9 6 8 8 7 6 5 2 9 5 1 7 1 80 3 8 8 5 1 1 8 0 1 6 1 2 0 3 7 9 0 5 1 5 0 4 1 2 1 5 17 7 2 6 1 1 3 0 9 5 1 2 6 7 9 2 1 0 8 7 7 9 2 3 7 5
電 力 6 4 2 9 3 3 3 8 12 12 3 6 6 0 8 5 2 4 3 3 1 7 3 7 4 0 2 4 8 42 0 5 1 2 7 8 7 7 3 1 2 8 9 2 8 5 90 8 2 7 12 9 1 0 9 1 1 2 3 6 1 7 6 4 4 8 9 0 7 5 0 4 9 92 2 3 3 3 0 5 6 8 7 7 40 9 0
ガ ス 3 5 4 0 0 1 2 4 1 7 5 8 9 1 0 9 18 10 3 5 0 3 1 50 1 54 9 2 5 7 8 0 5 99 1 9 5 4 3 5 6 9 2 0 2 1 4 3 9 5 9 7 7 7 6 1 0 2 0
建 設 2 9 3 7 7 6 1 3 8 3 1 9 5 2 9 0 3 3 7 14 2 2 2 4 6 1 4 3 4 0 0 4 9 9 09 6 0 2 1 4 6 8 0 3 2 2 8 7 3 6 6 6 1 3 13 4 9 6 10 6 3 5 3 3 4 7 9 0 6 2 4 1 3 1 8 2 9
運 輸 6 0 （53 5 1 5 3 4 7 1 7 1 0 2 8 7 3 5 9 9 8 8 0 5 9 4 6 4 2 7 5 4 9 4 0 6 4 3 3 2 41 7 7 8 4 10 4 9 4 2 3 8 3 9 0 9 8 2 3 7 6 4 2 3 9 0 6 1 3 2 3 3 5 4 3 3 7 8 4 2 4 9 7 7 2 9 8 5 5 2 2 3 3 5 2 4 1
サ ー ビ ス 業 1 0 8 5 3 6 4 2 6 2 602 5 4 1 7 0 2 5 1 8 4 6 8 03 3 4 3 10 61 1 1 48 8 11 9 7 0 6 9 11 7 2 9 2 7 8 4 6 1 3 32 0 4 7 5 0 2 4 9 0 3 9 0 0 2 0 5 0 2 5 6 6 9 1 5 2 6 5 5 3 6 1 4 5 2 8 8 5 2 5 4 9 7 1 4 1 7 7 7 7
中 間 投 入 計 7 0 4 2 9 7 2 10 18 4 4 7 7 8 82 0 0 9 6 9 9 4 9 9 1 1 6 6 1 9 14 7 5 8 7 70 4 42 3 8 0 6 8 8 02 0 8 1 4 2 512 9 60 5 7 610 8 6 00 6 6 8 6 0 0 4 8 5 5 9 4 6 7 6 6 3 2 0 9 3 9 5 9 2 3 7 7 6 1 3 8 6 2 5 3 3 7 7 0 3 0 3 4 6 8 9 19
家 計 外 消 費 支 9 10 2 1 10 5 2 368 2 2 7 2 1 5 4 0 0 15 2 2 4 3 21 9 8 1 7 8 2 5 5 7 8 0 3 8 9 3 6 2 6 7 2 4 6 3 1 03 6 2 9 1 0 0 1 6 7 3 0 0 9 8 1 3 4 5 12 4 5 6 2 5 1 6 4 3 3 4 6 5 7 10 9 1 7 7 11
雇 用 者 所 得 1 6 8 0 0 2 6 1 6 5 2 1 66 5 4 7 2 6 4 6 1 3 5 8 8 7 6 2 6 0 0 8 6 2 16 7 15 4 7 2 3 6 5 14 1 1 2 7 7 9 6 16 9 3 7 3 2 6 7 59 8 7 0 9 6 0 7 2 9 2 12 8 0 0 1 1 5 0 7 0 7 6 10 0 7 9 8 9 2 7 0 5 3 5 0 7 3 12 9 2 2 7 2 8 5
営 業 余 剰
資 本 減 耗 引 当
6 2 9 8 7 4 4 15 0 3
2 9 8 5 1
6 9 7 1 1 8 0 5 8 2 2 1 3 3 7
2 1 5 9 5 5
1 0 6 1 7 6 2
10 2 0 7 5 8
6 5 9 6 5 5
5 0 0 7 3 3
1 5 2 2 7 6 5
12 2 9 4 g 1
6 9 4 6 1 0
1 0 1 2 3 5
15 4 5 1 7
19 6 3 4 6
1 1 3 6 1 0 3 7
5 70 0 6 2 5
1 3 5 7 9 9 4
15 9 6 5 0 8
16 5 7 8 8
1 5 7 8 1 7
5 9 1 4 4 0 8
2 5 8 4 0 2 0
5 6 10 7 3 3 3 9 19 0 8 5
1 4 6 2 4 3 1 3
6 3 9 1 9 3 0 7
1 4 8 2 5 5 514 0 6 4 0 8 2 9 4 3 1 0 7 6 6 2 10 4 7 8 6
間 接 税 3 6 9 4 9 6 5 4 6 3 5 9 9 1 8 7 1 53 0 7 1 2 90 0 1 0
0
10 18 5 2
0
2 5 6 8 9 1 2 70 1 2 2 2 8 13 9 7 5 2 6 0 2 2 4 8 3 1 0 5 1 1 0 4 5 6 8 5 2 3 8 1 7 5 2 9 4 2 4 5 3 7 6 6 7 7 16 0 13 4 2 3
補 助 金 －6 0 5 2 63 6 6 2 3 1 －3 4 3 7 －1 2 3 2 －3 1 8 g 0 0 0 1 0 63 9 6 6 －2 6 2 －2 7 7 －1 6 6 9 3 2 －6 1 7 7 8 2 －7 6 0 4 6 0 －3 2 8 9 0 3 1
付 加 価 値 計 9 2 4 0 4 3 2 1 4 6 3 2 5 14 3 0 5 5 8 6 4 5 9 0 0 0 5 1 5 4 9 5 8 2 4 3 13 19 6 5 5 6 3 0 0 6 8 9 8 9 5 8 9 3 0 6 8 8 7 9 5 日 2 1 4 1 9 4 8 4 6 1 8 7 6 7 0 7 9 4 2 1 7 0 7 5 13 13 2 1 9 9 0 9 1 2 8 0 2 9 3 4 5 2 4 8 2 7 1 2 5 0
国 内 生 産 額 1 6 2 8 3 4 0 4 2 4 8 16 9 2 2 0 9 3 7 8 7 4 1 18 9 5 0 4 2 2 2 1 1 4 9 7 1 9 0 0 90 0 9 2 94 3 6 9 4 8 3 0 7 1 0 1 4 1 6 0 2 9 4 5 5 1 5 9 7 22 0 8 7 10 8 5 1 0 4 2 1 6 17 5 6 0 5 3 8 0 1 4 7 2 3 6 9 9 60 4 7 1 9 0 5 6 3 1 1 5 5 5 1 74 0 1 6 9
l石 油 製 品 そ の 他 製 造 電 力 方 夫 ‾‾‾‾ 建 該 運 輸 サ ー 二ビ 真 美 中 間 需 要 計
0 10 0 6 4 7 4 5 0 0 2 0 0 5 7 2 2 13 1 9 4 7 3 8 9 1 3 0 6 8 4 7 3
3 0 4 1 1 5 2 72 5 6 48 4 2 3 7 5 6 18 4 5 5 2 9 0
0
7 3 9 8 8 2
3 0 9 4 7 1 2 0 3 99 3 2 4 0 0 0 3 4 9 4 0 5 6
8 6 9 3 6
5
5 9 7 5 4 4 22 9 1 0 9 0 0
0
0
8 7 2
8 4 5 3 8 7
2 8 9 0 7 8 0ー1 8 4 4 4
3 9 7 4 8
5 3 8 3　5
93 4 5 5 7 4
－8 8
5 6 0 5
0
9 4 4 7
1 1 53 86 9
16 4 4 6 1 2
90 73 4
7
6 7 14 14 93 1 7 9 4 6 5 1
4 0 9 5 4 2 12 2 35 5 3 9 5 4 60 9 72 13 6 g 2 6 9 6 93 7 2 8 3 8 5 4
0 7 4 9 4 4 8 1 0 0 16 4 0 5 3 9 3 2 4 7 78 6 9 6 0 1 8 9 9 9 7 2 1
0 1 9 7 0 6 1 54 0 4 8 5 74 0 9 4 2 5 3 2 84 5 9 2 9 5 7 0 1 2 4 5 9 0 1
1 4 7 3 7 5 6 7 4 3 0 9 5 0 5 63 3 6 3 8 6 4 7 8 5 7 10 12 74 5 7 1 2 1 3 7 0 4 7 7 0 7 1 8 2 1
2 0 5 3 7
6 5 9 2 3
7 3 2 8 5 9 2 5
2 9 2 5 9 8 3
1 9 2 7 4 7
8 5 3 9 9 5
52 0 9 8 8 2
3 2 5 6 5 7 0 7
80 38 2
1 9 7 7 1
1 1 0 1
6 0 8 9 9 7
2 6 5 2 5 4
2 9 2 0 8 3 6
3 10 6 5
3 5 8 6 8
3 3 8 4 1
4 5 4 0 1
3 5 6 4 9
44 5 4 0 7
15 8 9 10 0 5
4 7 0 94 2
4 2 79 4
4 1 2 7 3 3
12 95 94 0
5 5 1 72 2
2 3 50 3
5 4 7 93 1
34 7 7 05 7
6 〔柑 6 52 3
2 5 0 5 9 日 6
3 9 4 6 3 0 9
4 4 0 3 7 0
5 9 5 9 8 9 8
6 3 2 2 9 2 1
7 2 3 1 9 9 5 0
1 1 9 1 1 8 1 2 8
1 0 2 2 5 3 2 1
8 2 2 2 4 61 1 5
13 0 2 2
17 6 3 3 9
9 0 6 0 2 4 5
2 1 70 0 7 6
13 9 1 9 7 6 1
2 0 2 3 8 2 4 9
4 7 4 4 1g 14 0 8 0 3 0 5 7
4 0 1 4 5 4 5 1 14 3 7 2 5 9 9 4 5 8 1 5 24 6 8 9 60 3 7 4 4 2 18 93 1 14 18 4 4 6 2 1 2 4 2 9 6 5 3 4 3 8 7 7 0 1 7 7 2
95年基本表（95年価格）
l農林水産 1石炭 l原油 1趣 1位鉱業　 H ヒ学　 」 皇裏不二匪夏　］
1 6 9 5 2 5 7
0
5 7 3 1 5 2 9 9
0
1 5 6 2 の 6 9 7
4 7 0 0 12 9 9 6
2 0
4 5 19 3
0
0
0
7 3 4 05 6
0 0 0 0
0
0
0 0 17
0
14 14 1 2 92
0 0 4 5 8 7 5 0 94 8 75 8 14 6
77 7 2 9 15 8 2 5 0 5 2 12 8 95 85 8 1 15 0 8 8
17 ・1 76 8 6 75 6 5 12 4 3 9 4 3 7 8 0 4 5 0 0
4 5 0 9 0 3 0 13 6 1 2 9 1 2 7 8 5 5 10 8 9 3 2
12
2 0 9 16 1
13 4 4 8 7 4
4 8 9 7 6
－6 4 0
1 5 3
0 62 2
1 2 5 6 1 0
4 9 2 8 1
7 8 9 6 4 2
15 0 2 8 2 8
1 16 2 8 3 2
16 5 5 5
13 15 5 9
2 8 3 8 2 8
2 3 9 0 2 1
8 2 5 8 0 6
10 6 0
4 0 8 3
6 0 1 2 7
4 0 7 3 67 6 8 1 4 3 3
4 1 1 2 3 18 1 0 4 5 7 2 12 5 0 3 9
5 1 7 8 9 6 9 4 3 6 38 4 1 5 1 3 8 2 4 2 3 8 7 13 3 9 49
4 3 1 5 8 1 2 3 9 3 1 6 3 10 8 2 8 0 4 8 1 9 9 9 4 2 7 46 84 55
14 0 8 1 6 6 17 9 4 0 2 2 1 9 14 18 1 5 8 7 6 6 5 6 12 6 00 5 12 3 1 1 48rソ － 」 ノヽ 禾 Iヤし．く，トU U l ′さH ダリ ヱと肩と， J °JU D J ．
中 間 投 入 言十 5 9 4 1 83 9 3 5 8 6 8 3 6 5 3 2 1 99 5 9 4 1 8 3 6 2 4 12 7 1 1 8 4 3 4 2 4 0 2 14 2 2 0 6 9 2
家 計 外 ′肖費 支 出
足 用 者 所 得
1 1 1 3 6 8
13 5 5 8 日
7 10 8
3 9 70 8
3 9 1
3 0 4 4
1 12 9
14 4 7 8
8 8 8 7 1
4 1 5 4 4 2
0
9 3 4 25 5
6 2 2 8 66 7
19 3 7 8 9
18 7 9 2 0 9
18 9 2 4 6
2 7 0 2 9 3 7
営 業 余 剰 5 5 5 8 5 6 7 3 6 7 2 －1 1 8 2 3 64 7 2 2 3 V 5 1 3 5 57 88 8 6 5 9 15 4 14 2 8 3 1 1
資 本 減 耗 引 当 19 0 5 88 5 9 0 7 5 1 2 1 5 12 98 0 2 2 5 0 6 7 3 14 9 5 1 4 5 17 8 98 10 3 0 2 5 8
間 接 税 5 0 3 68 1 3 4 4 g 2 7 5 1 2 3 14 6 7 8 7 0 7 32 8 1 0 19 8 78 5 3 5 7 8 2 8
補 助 金
恵与
胃95 3 1 1 14 52 6 0 －2 12 2 －3 1 4 －4 34 6 －13 43 －1 5 5 1
付 加 価 値 計
l〒ll・h ノ・ト手［ガ
9 3 40 00 1 48 4 8 6 7 2 8 3 52 42 6 1 0 2 0 8 8 7 1 4 5 9 8 7 8 8 3 叫 7 4 9 2 5 7 0 7 0 2 9
l －Irlrl′lT l′11
1 6 7 6 5 8 4 5 0 6 0 4 丁‾
3 3 8 0 4 7 4 7 4 2 9 9 5 0
5 2 9 1 4 817 19 4 9 3 3
3 0 6 9 0 8 12 2 15 2 4 1
4 13 4 5 0 7 74 9 6 2 3 0
－2 9 4 5 6 3 2 18 2 3
3 1 0 6 7 7 4 9 9 0 4
4 7 98 7 1
16 0 7 8 3 1
2 8 6 5 4 8 6 3
9 4 ラの 4
15 7 75 79 7
8 6 4 0 77 0
1 6 7 1 9 3 99 3
1 7 7 7 7 3 9 9
2 7 4 3 5 9 4 8 01 7 2 8 18 3
2 7 8 2 43 8 3 4 00 2 1
3 2 53 5 0
9 4 1 6 7
－6 6 2
9 18 4 0 8 2
3 5 7 1 96 8
8 0 7 20 6
3 8 66 8 3 4
9 70 56 3
－7 92 42 9
5 3 8 2 9 4 93
5 5 7 7 6 9 5
1 4 3 8 3 5 1 1
－2 2 9 1 7 2 7
9 8 2 1 9 2 15
4 2 0 7 6 1 5
9 5 1 5 6 4
－7 7 9 4
7 7 0 1 0 9 3 0
12 46 12 2
－13 6 33 9
3 1 1 7 3 7 4 7
－3 6 g 9 8 2 0
9 9 7 2 6 8 3 1 2 8 8 6 5 1 4 4 1 2 8 5 2 7 2 3 5 7ー5 66 5 2 8 7 3 3 3 7 3 5 4 9 4 8 4 0 9 5 1
1 5 7 8 7 9 2 9 2 1 8 4 6 8 8 8 8 3 4 7 4 5 8 3 7 7 6 0 1 2 7 4 1 16 3 0 2 6 9 8 8 2 5 4 2 7 2 3
】 ・ l
48
2．対象期間中の投入係数4
A（95）
農 林 水 産
農 林 水 産 0 1 10 93 2 8
石 炭 0
0原 ′由
天 然 ガ ス 0
他 鉱 業 0
化 学 0 0 4 8 0 34 5
セ メ ン ト 0 0 0 1 14 3 6
鉄 鋼 2 9 4 5 E －0 5
l石 炭 製 品 7 8 52 E－0 7
石 ノ由 製 品 0 0 13 68 6 9
そ の 他 製 造 0 0 8 8 00 4 7
電 力 0 0 0 3 20 4 8
ガ ス 2 6 83 E－0 6
建 設 0 0 0 3 3 88 9
0 0 2 8 24 141芝
サ － ビ ス 業 0 0 9 2 1 4 64
01106152
0
0
0
0
00481234
000日484
2941E－05
7845E－07
00136618
00881843
00032032
2677E－06
0003387
00282457
00922745
慣ノ由 l天然ガス他鉱業1布章‾‾‾Lセメンド　庖潮】石炭製品石虐製品lその他製造惰力
9 1E胃05 6 7E－05 0 000 15 0 0040347 8 95E－05 9 033E－07 0 0004240 0 04333646 0 0 00022703
0 0 0 00003356 0 00580 0 0006944 0 292439 3 21E 0ー5 4 9633E－05 0 0 16246 0 01087 2037E－07
0
0
0
0 0
0
0 00234
5 165［－07 0 0 0
0
0 027161
0 32709 0 0 025293 0 0
0
00 130606
0 00023 00003652 3 75∈－05 0 00 16379 09E－064 0302E－06 0 037848 0 10487
0 00013156 0 097324 018 1222－0 00195 000231803 －5 6［－ 6 0
0002650 002 120 0 127603330034 0 0 14774 0 0078924 0 0130日 0 004201 0 04023988 0 000355 0 00432 0 0186153
000137
0
0
0 00087 6 3E－05 00010184 0 103275 0 0069593 0 006718
0
0 062148
4 32E 0ー5
0
0
00233425 2 25E－05
0
0 009757
巨、05
0
0 0263
0 0618124
0 00 183 0 00066 00007193 0 0 13984 0 482026900322695 0 0185692
0 0 00032 0 0012726 0 002125 0 026558 4849E－05 00048143
00 1399 0 01083 0 064002 3905 0 016888 0 002868 1 0 093485 0 0 15577 000290342 0 0二12027 0 029 23 00088934
005313 0 01424 0 03083 00388068 0 036435 0 0123 184 0 008977 0 002 ド＝ 0 31555224 0 00509 1 0 0月22 0 1798694
00395g 0 05486 0 02075 00300272 0 030683 0 0334913 0 029716 0 006968 0 0125986 1 0 001252 0 01642 00053306
0 0021 0 00024 5 3E－05 000 14774 0 000647 0 00 1266 8 61E－05 122E－050 00829926 ／E－05 0 0 549 0 0004844
000329 0 005 16 0 00771 0 006259 0 0 17195 0 00798130 日719 0 00 13 6 00036771 0 038574 0 020 78 0 0046717
0 0149 0 01454 0 04100258077
0 158 18畠8
060136
0 158044
0 0252009 0 075239 0 0 18638 0 02243255 0 0 1680 1 0 01632 0 024563
0 20291 0 柑055 2994 1 0 0880779 0 10 1015 0 050 143 0 1402204 0 185004 0 20388 0 157557
5644E－05
1192E－06
0
0
0
00024 29
3626［－05
00008601
216［05
0 37544
0034 203
00146日2
6224
0014510
0092 828
01823755
0230155
12851E－05
0
0
19124E－05
16 日12
00065518
0 0021126
7柑36Eー05
00 531313
0 6087773
00958702
000106982
1447877
00153 068
017569153
その他製造
00040123
00003356
5172巨－07
00003657
00013092
0332713
00010199
00007165
00012679
00202979
0038禍03
00299303
00（〕14699
00062385
00257414
01579782
9007E－07
00006964
0
00001644
00180台43
00079074
00069892
04815103
00265271
0002863
00123442
00334758
00012631
00079772
00252059
00E柑2047
00431610t
49711E－05
0
40425E－06
000231032
004026642
000234139
003219498
8467tE－05
0002Bg465
031582031
001257719
0000827
000367067
002240922
014024841
00022631
2042Eー07
0
0
00130287
00186441
00620567
00柑5428
00048084
00088745
01801825
00053262
0000483了
00046677
00245593
01577288
5627E－05
1195E－06
0
0
0
00024071
3 41E－05
0000859
1214E－05
00336892
00343869
00146023
00006209
00145012
00920873
01 26109
000229533
12889E－05
0
0
19086E－05
0 634392
000065807
000021105
71782E－05
000530425
006101173
0095白366
0 0106748
01447295
001536543
017596395
［二二二－　 慨欄水産ド石炭 し原点‾‾r天然ガスl他鉱業　＝ヒ学 1セメント　上鏡綱】石炭製品E石′由製品lその他製造I電力 lガス l建設 ニー．・ Lサー ビス業
5 61E－05
1 198E－06
0
0
0
，0 0024113
：3 656E－05
0 000858
1213E－05
0 033624 1
，0 0344537
0 0 145934
0 0006194
0 0 144917
0 0920919
0 1828465
00022559
2048E－07
0
0
00129969
00柑673
00623019
00185164
000480 6
00088555
01804961
00053219
00004818
00046637
00245556
01579 0
00228913
12927E－05
0
0
19048［－05
001637679
00066098
000021085
71728E－05
000529538
006114603
000958029
000106515
001446715
001537019
017623679
農林水産 0 1102985 0006787 9E－05 66∈－05 000015 00039899 891E－05 8982E－070 42 0004298627 0 0
石炭 0
0
0
0000583
0
0
0
0
0
0
0
000023
0
0
0
000033560005843
0
3 79E－05
00006983
0
00001651
0292654
0
0
319E－05 4979E－05
0
40549E－06
00162 7 0 1084
0
010487
原′由 5 18E－07 0325711 0025386
天然ガス 00003663 905E－06 0 37981
他鉱業 0 0 0 0 000232 00013029 0097061 00180465 0026914 －000195 00230263 56巨一06 0
ヨ化学 00482125 0009291 000264 000212 001278 03324229 0014852 00 79224 001 003 0004163 00402929畠0000355 00043
！セメント 00011533 0001033 000137 000087 64E－05 00010215 0 10432 00070190067434 E－0500234855 226E－ 5 18E－05
鉄鋼 2938E－05 0010733 0
0
000181
0
00 06500007138 0013974 04BO9943 0 0
0
003212 64 0 0
：石炭製品 7838E－07 000076 000032 00012633 0002125 0 265043 0061736 84494E－05 0009693 00263
石′由製品 00136368 0009792 0013銅 001071 00636 00202056 0016853 00028579 09 69 0015323 000288591 0031756 002888
その他製造 00883643 004799 005295 001419 003068 00387538 0036642 0 237 0089 00 2152 031608861 0005088 001416
電力
ガス
00032016
267E－06
09141
119E－05
003926
00208
00544
00024
002068
53E－05
00298337
0014625
0030701
0000645
0 334604
00012602
0 29543
8 5 E－05
0006873
119巨－05
001255582
00082408
0001245
691E 0ー5
001626
001529
建設
・て　一．
00033851 0008258 000326 000512 0007（柑 00062181 0017203 00079731 001164g 0001357 000366425 0038345 002058
運輸
サ ビース業
00282499
00924028
0028516
14312
00148
020195
001443
018966
004091
029947
00256753
0 157768
0060249
0 15畠734
00252109
00Eは33柑
00749
0 100809
0018408
0049641
0 2238592
0 14027643
0016725
0184627
00日目8
0 0271
辰仲ノr Jヽ豊
里ヰt lレカニ
し地箪葦＿l化学 lセメント l鉄鍋 l石炭製品1石油製品1その他製遁l電力 lガス 】建設l運醇‾‾‾
農林水産 0 1099827 0006784 9E－056証一雨 do（） 15
石炭 0
0
0
0
00483017
0000566
0
0
0
009331
0
0
0
0
0
0
000023
0
0
0
000231
手原油
天然ガス
他鉱業
化学
0
000264 000211 001278
セメ二ノト 00011582 000104 000137
0
000087 64E－05
鉄鋼 2935E肩05 001 747000柑 0000（∋5
石炭製品 7831E－07 000076 0
001376
0
001065
0 0031
石油製品
ll土
00136118 09 98 00634
E 008 048206 0　286 0 141 003　7
009　8 03909 00　417 0　0　4・電
ガス
0003199
2664E－06
00033832
15　7
119E－05
0
00207
000325
000024
000509
6
52E－05
建設 0008274 00767
運輸
サ ビース業
00282541
00925313
002859
0215136
001475
020148
001438
018921
004088
029949
00039677
00003356
5188E－07
00003668
00012965
0332133
0001023
00007日
00012588
0020日に娼
00387274
00297374
00014551
000引977
00256093
01575579
8 89E－05 8 957E－07 0 0004170 04281224 0 0 0 0022488 5 594E－05
0 005864 0 000 7003 0 292761 3 18E－05 4 987E－05 00 16263 0 01083 2 053巨－07 1201E－06
0 0 0 0 325024 0 00 25432 0 0 0
3 8は －05 0 00016580 903E－06 4 0673E－06 0 038057 0 10487
0
0
00 096929 0 0180087 0 026792 －0 00 195 0 00229496 －5 6E－ 60 0 1296 2
0 014891 0 0079375 0 012995 0 004 145 0 04031956 0 000354 000429 0 0 18702 0 002引 55
0 104846 0 0070495 0 006755 4 3E －05 0 00235574 2 26E－05 18巨－05 006254日1 3 67 1E－0 5
0 0 1397
0 002124
0 4804789
0 0264814
0
0 06153 1
0
0
0 03204646
8 4316E－05
0
0 00966 1
〇
一0 0263
00 184901
00047968
0 0008569
1 212E－05
0 033　 92
0 036746
1 0 030709
0 0 123959 0 008967
0 029456
002143
0 006826
0 1635713 0 005086 0 0月 13 0 柑0810：） 0 034520 6
0 014584 5033445 0 0 1253448 0 001241 0 016 柑 00053176
0 000644 0 0012573 8 48［－05 1 18E －050 000821176 87E－05 0 015 19 00004806 0 0006179
0 0 17207 0 0079691 0 0116 15 0 001348 0 00365784 0 03823 1 0 02048 00046596144821
060306 0 025216 0 07473 0 018294 0 02236265 0 016687 0 016 12 002455190 0920965
0 159081 0 0朗45g 0 100706 0 049401 0 14030445 0 184438 0 202 13 0 1580729 0 1830825
農林水産 石炭 原油 天然ガス他鉱業 化学 セメント 鉄鎚 石炭製品 石油製品 その他製造電力 ガス 建設 運輸
農林水産 0 109667g 0006781 89E－05 65E－05 000015 00039455 887E－05 8931［－07 0000415 0
317E－05
004263891
001626g001081
00022417 5577ElO5
石炭 0 0000569 0 0 0 00003357 0005885 00007023 029286849949E－ 5 205〔iE－07 1205E－06
廟油 0 0 0 0 0 5 196E－07 0 0 0324339 0 00254790 0 0
天然ガス 0
0
004839日
0
0
0009371
0
0
000263
000023 0 00003674 382巨一05 000016（15 0 901巨－06 40797∈－06 003812‾7 010487
0
000428
0
00024198
他鉱業 0 000231 00012902 0096798 0017971 002667 －000195 000228732 －56E－0629335
化学 000211 001279 03318434 0014931 00079526 0012988 0004126 004034615 00003540 18731
セメ二ノト 00011632 0001047 000137 000088 64E－05 00010246 0105375 00070799 0006768 429E－05 000236294 227E－05 18E－05 00627953 3686〔－05
鉄鋼 2931E一05 0010762 0 000179 000065 00007083 0013965 0479964 0 0 003197246 0 0 0018463g 00008559
石炭製品 7824E－07 －000076 00 00031 00012542 0002124 00264586 0061327 08 139E－ 5096 9 －00263 0004791 1211E 0ー5
石′由製品 00135869 0009804 001368 001059 0 0632 00200224 0016818 OC和28477 00919110015075 28 852 0031487 002853 000881780334943
その他製造 00887254 0048422 005277 001415 003073 0038701 003685 00124218 0008964 0002133 0 31662588 0005084 001409 018112500345816
0014　7　6電力
ガス
建設
運輸
00031983
2658E－06
0091764
119E－4 5
003893
000205
005394
00024
002061
52E－05
00296415
0014477
0030718
0000643
00334296
0＿（鳩12544
002937
8 4E一㊤5
0006779
117E－05
001251318
00081827
0001238
684巨一05
001611
001509
00053133
0004793
5　5
00006164
447200033813
00282583
0008289
0028664
000324
001469
000507
001433
00766
004082
00061774
00255436
0017211
00 0362
0007965
0025221
001158
0074562
0001339
0018181
008365144
00223394
0038118
001665
002038
001605
00046556
0245482
001　　 5
0092101
サービス業 00926599 0215962 020101 01887（∋ 029952 01573482 0159428 00885865 0 100603 0049157 0 1403324台 018425 020155 01582453 0 1833187
000228294
12965E－05
0
0
1901E－05
001640972
00006639
000021065
71674E－05
000528652
06128063
000957692
00106283
001446134
001537494
01765 006
厘≡E左墓」
000227676
13003Eー05
0
0
1 973E 05
164 272
000066683
0 021045
71621E－05
0 52776
0 141552
000957356
000106051
001445554
00153797
01767g375
油 さJl t 止 、山．　 ト．つ蛍農林水産 石炭 原′由 天然ガス他鉱業 化学 セメント 鉄鋼 石炭製品 石ノ由製品 その他製造電力 ガス
農林水産 0 1093539 0006778 88巨－05 65E－05 000015 00039238 886E－05 8906EFO7 0000413 0 004246628 0 0
石炭 0
0
0
0000572
0
0
0
0
0
0
0
000023
0
0
0
00003357 0005906
0
3 84E－05
07 43
0
00001672
292976
0
0
316E 0ー5 50028E－05
0
40922E－0（∋
016275 001079
0
0 10486
原ノ由 5204E－01 0323655 0025526
天然ガス 00003679 89gE－06 0 38197
他鉱業 0 0 0 0 0 0023 0001284 0096667 00179334 0026549 －000195 000227971 5ー6E－06 0
化学 00484807 0009411 000263 00021 0 0128 0331554 001497 0．0079677 0012981 0004107 004037276 0000354 000427
セメント 000116810001054 000138 000088 64E－05 00010261 0 105907 00071103 000678 428E－05 000237017 227∈－05 18ElO5
鉄鋼 2928［一05 0010776 0000178 0000650000705601396 047944960 0003柑98630 0
石炭製品 7引7E－07 000076 0 0 000031 00012496 0 002124 00264358 0061124 0 83963E－05 0009597 00263
石ノ由製品 0013562 000981 001361 001053 0063 00199314 00168 00028426 0091522 0014952 000285986 0031354 002836
その他製造 00889065 004864 005268 001412 003075 00386746 0036954 00124478 0008961 0002124 0 31689486 0005082 001406
．電力 00031967 0091941 003876 005371 002057 00295458 0030726 0033引41 0029285 0006732 001249191 0001234 001603
．ガス 2652E－06 119E－05000204 000023 52E－05 00014404 0 000642 00012515 84Eー 05 116E－05000 81538681E－05 001499
建設
軍A
00033794 0008305 0003220005 5
00　428
764
004077
00061571
0　477g
00 7215
0 0604　9
00079609
0
0 11546
7　393
000133
00　8068
000364505 0038005 002029
00牒儒
iサ ビース業
00282625
00927888
0028739
02167g2
001464
020053
1
0 188320 く〕955
0　25
01571388
1
0159175
025226
00887141
00 4
0 005
1
048913
02231617
0 4036052
0016612
0 184062
599
20098
00022346
2 63E－07
0
0
00129 g
001876
0063 435
00用4376
0 047852
0008799
01814403
0005309
0 0478
0046516
00245445
015日4178
49
55 巨－05
1208E－06
0
0
0
0 0 424
3701E－05
00008548
1209E－05
0334 96
0 46547
0 145667
00006149
0 144629
00921056
0柑35553
0 00227061
1 3041E－05
0
0
1 8935E－05
0 0 1647579
1 00066977
．0 00021024
i7 1567E‾05
．0 00526885
0 06155 7
0 0095702
0 00 1058 19
0 0 1444974
0 1538446
0 日 705786
50
l農林有産「石窟‾ 】原油 l天然ガスl他鉱葉1 7醇 ‾ 「有テ：不一‾「鉄鋼 l石炭製品 i石′由製品 lその他製造儒 力 lガス 1建設　　 l運輪　　 1サービス業
農 林 水 産 0 10 6 8 7 4 3 0 0 0 67 5 6 8 4 E ー0 5 6 2 E －0 50 0 0 前 4 0 00 3 7 5 2 8 7 1E －0 5 8 70 8 E 0ー 7 0 0 00 3 9 6
3 0 7E －0 5
0 04 11 1 0 19 0
0 0 16 3 2 3
0
0 0 10 6 7
0 00 2 17 87 5 4 3 E －0 5
石 炭 0 0 0 00 5 9 6 0 0 0 0 0 00 3 3 5 8 0 0 0 60 7 7 O D OO 7 2 04 0 2 93 83 75 0 6 6 8 E － 5 2 10 4 E －0 7 1 2 3 4 E －0 6
原 油 0
0
0
0 04 9 2 0 3 2
0
0
0
0
0
0
0 0 0 2 5 9
0 0
0
0 0 0 2 23
0 0 12 86
5 2 68 E －0 7 0 0 0
0
0 0 25 5 9 9
0 0 12 9 2 3
0 3 1 82 3 4 0 0 02 5 9 0 3 0 0
0
0 0 12 6 52 1
0 0 18 99 4
0
0
0
0 0 0 2 4 58 2
天 然 ガ ス 0 0 0 0 2 3 0 00 0 3 72 5 4 E －0 5 0 00 0 17 3 1 8 84 E －0 64 19 3 4E －0 60 0 3 8 7 6 1 0 柏 朋 5
他 鉱 業
化 学
0 0 0 0 12 3 50 0 95 6 24
0 0 15 2 8 9
0 0 17 6 3 54
0 ．00 台0 8 96
0 00 19 5
0 0 0 39 6 2
0 0 0 2 2 19 7
0 04 0 5 8 62 9
－5 6 E －0 6
0 0 0 0 3 5 2
0
0 00 9 7 4 0 0 0 2 0 7 0 3 2 92 4 8 1 0 0 0 4 19
セ メ ン ト 0 00 12 0 84 0 0 0 1 1 12 0 0 0 1 3 8 0 0 0 0 8 8 6 6 E －0 5 0 0 0 10 3 8 7 0 110 2 5 8 0 ．00 7 3 5 8Ei 0 00 68 8 4 2 1E －0 5 0 00 2 4 2 8 79 2 3 E －0 5 1 8 E －05 0 0 65 0 64 3 3 8 2 6 E －0 5
鉄 鋼
石 炭 製 品
ll q
2 90 2 E －0 5
7 7 6 E －0 7
0 0 1 08 9 1
－0 00 0 7 6
0
0
0 0 0 17 2
0
0 0 0 0 64
0 0 0 0 3 1
0 0 0 0 68 4 2
0 0 0 1 2 13 8
0 0 1 39 2 3
0 0 0 2 12 2
0 4 75 3 5 47
0 0 26 2 5 42
0
0 0 59 5 2
0
0
0 0 3 13 1 40 7
8 25 6 3 E －0 5
0
00 9 3 4 5
0
－0 0 2 6 3
0 0 18 2 2 9 1
0 0 0 4 7 39
0 0 0 0 8 4 65
1 2 E －05
石 油 製 品
l
0 0 13 3 64 5 0 00 9 8 5 8 0 0 13 0 1 0 0 10 0 7 0 0 6 14 4 0 0 1 92 18 1 0 0 16 6 6 1 0 00 2 8 0 23 0 0 88 4 6 6 0 0 14 0 0 4 0 00 2 7 9 15 1 0 0 3 0 3 0 7 0 0 2 70 1 0 00 8 6 50 1 0 0 3 2 9 1 65
そ の 他 製 造 0 09 0 3 6 85
0 00 3 18 3 6
0 0 50 4 16 0 0 5 1 9 6
0 0 3 7 4 6
0 0 13 9 3
0 0 5 19 1
0 0 3 09 3 0 0 3 84 6 39 0 0 3 7 8
0 0 30 7 9 5
0 0 12 6 5 75
0 0 33 2 9 1 1
0 00 8 9 3 4 0 0 0 20 5 2
0 0 0 63 7 3
0 3 19 0 5 49 3
0 0 12 3 2 30 8
0 0 0 5 0 6 7 0 0 13 82
0 0 15 43
0 1 83 9 8 23
0 00 5 2 74 7
0 0 3 5 1 9 64
0 0 14 4 9 56工　 力 0 0 9 33 7 5 0 0 2 0 27 0 0 2 8 79 1 5 0 0 28 60 8 0 0 0 12 0 6
ガ ス 2 60 2 E －0 6 1 19 E －0 5 0 0 0 1 9 4 0 0 0 0 2 2 5 1 E YO 5 0 0 0 13 8 3 2 0 0 00 6 3 4 O C〉0 12 2 88 8 0 9 E －0 5 1 09 E －0 5 0 00 0 7 9 2 65 6 5 6 ∈－0 5 0 0 14 2 2 0 0 0 0 4 68 0 0 0 0 60 3
建 設 0 00 こ13 6 4 3 0 0 0 84 3 1 0 0 0 3 1 1 0 0 0 4 8 8 0 0 0 7 53 0 0 0 59 9 7 5 0 0 1 72 4 6 O D O7 9 2 84 0 0 1 1 27 4 0 0 0 12 5 8 0 00 3 5 9 43 5 0 03 7 1 12 0 0 19 5 2 0 00 4 6 1 9 7 0 0 14 3 8 66
運 韓 0 0 2 8 2 9 64 0 0 29 3 4 2 0 0 1‘12 20 0 13 g 80 0 40 4 0 0 24 9 5 9 1 0 0 60 8 74 0 0 25 2 6 63 0 0 73 0 5 90 0 1 7 19 3 02 2 13 －2 20 0 16 3 14 0 0 ほ 4 7 0 0 2 4 5 150 0 9 2 14 2 1
サ ー ビ ス 業 0 0 9 3 82 6 0 2 23 5 4 60 19 6 7 9 0 18 4 8 1 0 2 9 9 760 1 5 54 7 32 0 1 62 5 84 0 0 89 7 4 160 99 6 8 3 0 0 4 70 0 8 0 14 0 5 8 49 9 0 18 2 5 64 0 19 64 2 0 15 9 畠04 g 0 18 5 4 58 7
000222196
13352E－05
0
0
18637E－05
001674272
000069378
000020863
71138E－05
0005198 6
006264297
000954334
000103985
001440341
001542257
7926614
l農林水産 l石炭 l原油 1天然ガスH也鉱業 l化学 1セメント 1鉄綱 l石炭製品l石ノ由製品lその他製造上．力 lガス l建設 i運輸 け一二ピ星墓」
官裔水産 0 1062632 000675 83E－05 61E－05 00001400の71 3867E－ 5 8659E－07 0000392 0
305E－05
4077799 0
0016335，石炭 0 0000603 0 0 00003359 000612 000 7245 0294052 50829E－05
原′由 0 0 0 0 05284E－07 0 0 0 0316893 00 025998
天然ガス
他鉱業
0 0 0
0
000023 0
0　2
00003736
0001223
404E－05
0095365
00001746
0　7　617
0
002
881E－06
00019
42191E－06
0494
0 38903
56E－06
化学
0
00493855
0
0009824DOO258
0
000206
00　22
0128703286741 001537
01 5
00081204
5367
0 12908
5
0003927
00022
0040639850000352
；セメント
l
0 00121［け
9
0001127 000138 00008866E－ 5 00010419
0000679
0111373
013914
ODO74223
0　　　　 64
0006906 419E－05 000244367 231E－05
0・鉄鋼
石炭製品
石油製品
28　6E－05 001091g 0 00017 000063
000031
006106
00012051
00190438
0 47433 0
0059126
0087718
0 003116962
0009283
0030051
7746E 0ー7
00133155
－ 00076
000987
0
001287
0
000996
002121
0016626
0026209
00027923
0
0013776
82216E－ 5
000277468
その他製造 00907378 005087 005179 001388 003098 00384115 0038014 00127105 0008927 0002035 031959725 0005063
電力 0 0031804 0093737 003715 005147 00202 00286059 0030812 00332604 002844T 0006286 00122gは3 0001199
ニガス 259E－06 119E－05 000192 000022 5E－050 136920000632 00012231 801E－05 107E－05 000078706649E－05
建設
運輸
サ ビース業
00033605 0008463 00030g 000484 00075 00059583
4831
017254 0079203
0
011208
0
001241 000358178 0036892
400283048
00940871
029494
0 225267
001412
019587
001378
0 18394
00403
029982
002
0 1550595
0060989
0163294
0252764
00900003
0　7273
99479
0016981
0046544
002208522
0 1 064117
00162 1
0 182191
00021649
2115E－07
0
0
00125904
0019053
00655795
00181773
00047276
00086133
01846233
00052661
4655
0 046118
00245076
01601535
51
53g8E－05
1241〔－06
0
0
0
00024668
38 8E－05
00008445
1197E－05
00 27894
00 53332
0 ‡44779
00006
00143616
0921512
01859377
000220996
1343E－05
0
0
18563E－05
001681013
000069992
000020823
71031E－05
0005柑139
006291905
000953663
000103532
001439185
001543212
01798225
52
53
54
4．省エネルギー公共投資の対象期間中の最終需要ベクトル
投 資 効 果 イ ン フ ラ 効 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ） 民 間 投 貸 （二 次 ）
農 林 水 産
石 炭
原 油
天 然 ガ ス
そ の 他 鉱
化 学
0
0
0
0
0
73，486
0
0
4．022
0
0
0
0
5 55 9
196
0
0
0
0
0
0
0
0
0
44，263
0
2 61
0
0
0
0
360
4，479
0
0
0
0
79，386
窯 業　 土 石
鉄 鋼
34 6
0
22
0
369
0
石 炭 製 品
石 油 製 品
0
0
2
3．174
0
9．694
2
－6，520
他 製 造 業 37 1，4 12 57．7（54 3．744 477，183
電 力 2，662 5，597 10．813 －2，555
ガ ス
圭 工
184 1，331 0 －5．964 －4．449
建 設
運 輸
5．906
5 6 255
0
15．817
53，23 1
86 日
0
1．025
59．137
73，966
サ ー ビ ス 223，587 200，462 26．55 1 12，994 463］595
計 733．473 294，075 125，110 －8，064 1．144，594
投 資 効 果 イ ン フラ 効 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ）民 間 授 賞 （二 次 ）
農 林 水 産 0
0
3，941
0
190
0
0
0
0
0
0
0
0
0
43 ．514
0
766
0
0
0
0
1．081
4．898
0石 炭
原 油 0
0
0
0
0
0天 然 ガ ス
そ の 他 鉱 0 0 0
化 学 73．466 5．559 80．106
窯 業 ・土 石 0
0
336
0
65
0
402
0鉄 鋼
石 炭 製 品 0
0
1
3．19 1
0
－29，081
2
－25，89 1
石 油 製 品
他 製 造 業 371，412 57．080 11，1（氾 483，106
電 力 乙662 5．661 －32，440 －24，117
ガ ろ 184 1．332 0 17，893 －16 3 76
建 設
運 輸
5，906
56．255
0
15，994
53 ．070
869
0
3］110
58，9 76
76，228
サ ー ビ ス 223，587 200．988 27．207 39，085 490，8 67
計 733．473 294，083 124］85 0 －24．206 1，128，200
投 資 効 果 イ ン フ ラ 効 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ）民 間 投 資 （二 次 ）
農 林 水 産 0 3，859 185
0
0
0
0
0
0
0
0
0
42．765
0
1．251
0
0
0
0
1．80 1
5．2 95
石 炭 0 0 0
原 ′由 0
0
0
0
0
0天 然 ガ ス
そ の 他 鉱 0 0 0
化 学 73，466
0
0
5，558 80．825
窯 業 土 石 326 106
0
432
鉄 鋼 0 0
石 炭 製 品 0 1 0
48，469
2
石 油 製 品 0 3．207 －45，262
他 製 造 業 371．412 56，396 18．2 78 488 851
電 力 2，662 5，725 5ー4 ．067 －45．688
ガ ス
重工
184 1，334 0
52，908
87 1
－29，821 －28．303
建 設
運 輸
5，906
56．255
223，587
0
16，170
20 1．514
0
5．241
65，312
58，814
78，536
518，275サ ー ビ ス 27．862
計 733，473 294，090 124．590 －40．367 1，111．786
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間消 費（二次）民間投資 （二次）
農林水 屋 0
0
0
0
0
3 ．778
0
0
0
0
17 9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
42．015
0
1，714
0
0
0
0
2．521
5，67 1
0
0
0
0
石 炭
原 油
天 然ガス
その他鉱
化 学 73．466 5 ．557 8 1，544
窯 業・土石 0
0
316
0
144
0
4 60
0鉄 鋼
石 炭製品 0
0
1
3．223
1
－67．856
2
－64．633石 油製品
他 製造業 371．412 55．712 25，279 494．419
電 力 2，662 5，789 －75，693 －6 7．243
ガス 184 1．335 0 －4 1．750 －40．230
建 設
運 輸
5．90 6
56，255
0
16．346
52，74 6
872
0
7，4 17
58，652
80．8 90サ ービス 22 3，58 7 202．039 28，518 9 1．675 54 5．820
計 733，473 294，098 124．33 1－56，547 1］09 5．354
投 資 効 果 イ ン フ ラ効 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ）民 間 投 資 （二 次 ）
農 林 水 産 0 3，696 173
0
0
0
0
0
0
0
0
0
41．266
0
2，156
0
0
0
0
3．241
6．0 26
石 炭 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
原 油
天 然 ガ ス
そ の 他 鉱
化 学 73．46（∋ 5．556 8 2，263
窯 業 ・土 石 0 306 179 485
鉄 鋼
石 炭 製 品
0
0
0
371．412
0
1
0
1
0
2
石 油 製 品 3，240 －87．244 －84，（X）4
他 製 造 業 55．028 32．103 499．810
電 力 2，662 5，853 －97 320 －88，805
ガ ス 184 1，337 0 －53．678 52，157
58 49建 設
運 輸
5，906
56 255
0
16．522
52 ，585
873
0
9．639
1
8 3 290
サ ー ビ ス 223．587 202．565 29，174 118．175 573．501
計 733．473 294，105 124 ．071 －72 747 1．078，902
55
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間′肖要（二次）民間投貴（二次）
】杯水産 0 3982 193
0
0
0
0
0
0
0
0
0
43888
0
516
0
0
0
0
721
4 691
辰
石炭 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
原′由
天然ガス
その他鉱業
化学 73，466
0
0
0
0
371，412
5559 79，746
窯業・土石
鉄鋼
341
0
44
0
386
0
石炭製品
石油製品
1
3182
0
19，388
2
16，205
他製造業 57422 7，444 480，167
電力 2662 5629 21627 1 3．336
ガス
重工
184 1332 0 1 1，928 －10．413
建設
運輸
5，906
56，255
0
15905
53，150
869
0
2，062
59，056
75，091
サービス 223587 200725 28．879 26］023 477，214
計 733，473 294，079 1249〔10 －16．132 1，136．399
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間′肖費（二次）民間投貨（二次）
農林水産 0 3，900 188
0
0
0
0
0
0
0
0
0
43］139
0
1．011
0
0
0
0
1．441
5，099
石炭 0 0 0
原油 0
0
0
73．466
0
0
0
0
5558
0
0
0
80．465
天然ガス
その他鉱業
化学
窯業・土石 331 86
0
0
38 775
417
鉄鋼 0
0
0
1
0
2石炭製品
石油製品 0 3．199 －35，576
他製造業 371，412 56．738 14．7日 486．001
電力 2，662 5．693 43．253 －34．899
ガス 184 1，333 0 123，857 22．33g
建設
運輸
5．906
56．255
0
161082
52，989
870
0
4．170
5臥895
77．376
サービス 223．587 201．251 27．535 52182 504，554
計 733，473 294．037 124．720 32，2【同 1119 995
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間′肖費（二次）民間投資（二次）
農林水産 0 3．819
0
1日2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
42］390
0
1，485
0
0
0
0
2．161
5 486
石炭 0
0
0
0原油 0
然　 ス 0
0
0
0
0
0その他鉱業
化学 73，466 5，557 81，185
窯業・土石 0
0
0
0
371．412
321 125 446
鉄鋼
石炭製品
0
1
0
1
0
2
石油製品 3．215 －58 163 54，948
他製造業 56．054 21．801 491，657
電力 2．662 5，757 －64，880 －56．461
ガス
套工
184 1，335 0 3ー5．785 34．266
建設
運輸
5，906
56，255
0
16258
52］827
871
0
6．323
58，733
79．707
サービス 223，587 201．776 28，190 78 477 53乙031
計 733，473 294，094 124．460 48．455 1103，572
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間消費（二次）民間投資（二次）
農林水産 0
0
0
0
0
73．466
0
3，737 176
0
0
0
0
0
0
0
0
0
41，641
0
1，938
0
0
0
0
2．881
5851
石炭 0
0
0
0
5，556
0
0
0
0
81，904
原油
天然ガス
その他鉱業
化学
窯業・土石 311 161
0
1
473
鉄鋼 0
0
0
1
0
2石炭製品
。石油製品
他製造業
0
371．412
3，231
55，370
－71550
28．714
－74，319
497．137
電力 2，662 5．821 －86．507 －78．024
ガろ 184 1．336 0 －47．714 －46．193
2建設
運輸
5，906
56，255
0
16．434
52，666
872
0
8．522
5乳57
82，084
サ胃ビス 223．587 202，302 28，846 104．908 559．643
計 733．473 294，102 124．201 －64．645 1，0［け130
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間消費（二次）民間投資（二次）
農林水屋
石炭
原油
天然ガス
その他鉱業
化学
0
0
0
0
0
73，466
0
0
0
0
371．412
3，656
0
0
0
0
5．555
171
0
0
0
0
0
0
0
0
0
40，8⊆）2
0
2，37
0
0
0
0
3．601
6．196
0
0
0
0
82，623
窯業・土石 301 195 496
鉄鋼
石炭製品
0
1
0
1
0
2
石油製品 3．248 －96．938－93，690
他製造業 54．686 35 449 502，439
電力 2．662 5．885 －108．13399 586
ガス 184 1，338 0 －59．642 58．120
建設
運輸
5．906
56．255
0
16611
52，504
874
0
10，767
58，410
84，506
サ胃ビス 223，587 202月28 29．501 131．476 587．392
計 733．473 294．109 1239418ー0．854 1．070．668
5．道路建設公共投資の対象期間中の最終需要ベクトル
投 資 効 果 イ ン フラ 効 詞 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ） 民 間 投 資 （二 次 ）
農 林 水 屋
石 炭
7 451
0
0
0
2，878
0
0
0
0
10 7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
24，240
0
30
0
0
0
0
42
3
0
0
3，082
10 467
0
0
0
原 ′由
天 然 ガ ス
そ の 他 鉱 10．967 10 967
化 学 15 401 3，978 19 421
窯 業 ・土 石 13 1．445 248 13 1 696
鉄 鋼 48，224 0
1
48，224
石 炭 製 品 29，2 63 29 2 64
石 ′由 製 品 7．546 2 ．271 6 735
他 製 造 業 78，443 4 1，334 436 144，453
電 力 7．507 4 ．005 42 11，554
ガ ス
套 肌
2 60 952 0 10 1，223
建 設
運 輸
4 104
57，023
0
11．318
29 は 1
475
0
1 19
33．255
68．936
サ ー ビ ス 20 1，60 1 143，444 14．540 15 13 36 1．098
計 599，234 2 10，430 68 5 14 －8 87 877 292
投 資 効 果 イ ン フ ラ 効
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ）民 間 投 資 （二 次 ）
農 林 水 産
石 炭
原 ′由
天 然 ガ ス
そ の 他 鉱
7－451
0
0
0
10．967
2］8
3，9
2 0
0
0
0
0
78
104
0
0
0
0
0
0
0
0
0
23 830
0
0
29 063
89
0
0
0
0
化 学 15．401 126
窯 業 ・土 石 131，445 24 1 8
鉄 鋼
石 炭 製 品
48．224
29．263
0
1
0
0
石 ′由製 品 7．546 2，283 9，246
他 製 造 業 78．443 40．845 1，2 92
電 力 7．507 4．05 1 128
ガ ス 260 953 30
建 設 4 104 0 0
362運 輸 57，023 11．444 476
サ ー ヒ ス 201．601 143］820 14 ，899 4 55 1
ほ十 599．234 210 436 68 ，372 －2 ．660
1 0 ．4 6 4
0
0
0
1 0 ．9 6 7
1 9 ，5 0 4
1 3 1．6 9 4
4 8 ，2 2 4
2 9 ．2 6 4
5 8 3
1 4 4 4 1 0
1 1 、6 8 6
1 ，2 4 4
3 3 ，1 66
6 9，3 06
36 4．8 7 1
8 7 5，3 8 2
投 資 効 果 イン フ ラ 効 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ）民 間 投 資 （二 次 ）
農 林 水 産 7 451 2．762 10 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
23 4 19
0
146 10．4 59
石 灰
原 ノ由
欽 ’
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
天 …、カ ス
そ の 他 鉱
0
10，967
0
10 967
化 学 15，401 3，977 2 10 19 587
窯 業 ・土 石 131 445 233 12 13 1 691
鉄 鋼 48 224 0
1
0
0
48，224
石 炭 製 品 29，263 29 2 64
石 ノ由製 品 7．546 2，295 u15 ，4 10 5，570
他 製 造 業 78．443 40］355 2 128 144，346
電 力 7 507 4．097 2 16 11．8 20
ガ ス 260 954
0
0
28 974
50
0，
1 265
建 設 4 104 33 078
運 輸 57 023 11 571 477 61C） 69 680
サ ー ヒ ス 20 1．601 14 41196 15 258 7 604：368 659
計 599，234 210，44 1 68 230 －4 433 873，472
投 資 効 果 イ ン フ ラ 効 合 計
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ） 民 間 投 資 （二 次 ）
農 林 水 産 7，451 2，703 98
0
0
0
0
0
0
0
0
0
23 009
0
0
200
0
0
0
0
294
10，452
石 炭 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
原 ′由
天 然 ガ ス
そ の 他 鉱
化 学
10，967
15．401
10．967
19．6703．976
窯 業 ・土 石 131．445 226 17
0
0
21ノ574
13 1．688
鉄 鋼 4軋224 0
1
48 224
石 炭 製 品 29，263 2 9，264
石 ノ由製 品 7′546 2′306 11，722
他 製 造 業 78．443 39．866 2 943 144．261
電 力 7．507 4．142 306 11 955
ガ ス
圭工
260 956 71 1．286
建 設
運 輸
4 104
57，023
0
1 1．697
28 88 6
477
0
864
3 2，989
7 0 061
サ ー ヒ ス 201，601 144，572 15 617 10 674 372．464
計 599，234 210′446 68 088 6′207 871′561
授 業 効 果 イン フ ラ 効 『 合 芸十
間 接 一 次 民 間 消 費 （二 次 ） 民 間 投 資 （二 次 ）
7 451 2 （545 95
0
0
0
0
0
0
0
0
0
22 59〔一
〇
251 10 442
生
石 炭 0
0
0
0
0
0
0
3．976
0
0
0
0
377
0
0
0
原 ′由
天 然 ガ ス
そ の 他 鉱 10 967 10 967
化 学 15．401 19 754
窯 業 土 石 131，445 219
0
2 1
0
13 1 685
鉄 鋼 48，224 48 224
石 炭 製 品 29 263 1
2．の 8
0
2 7 738
2 9，264
石 ノ由 製 品 7 546 17 874
他 製 造 業 78，443 39，376 3 ，738 144，156
電 力 7 507 4．188 398 12 093
ガ ス 260 957 0 91 1 308
建 設 4．104 0 28 797 0 32 901
運 輸 57．023 1 1．823 47 8 1 122 70 446
サ ー ヒ ス 201，601 144，948 15 976 13，759 376 284
計 599，234 2時 452 67 銅 6 7 9馴 86 9，650
56
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間ノ肖費（二次）民間投資
農林水産 7451
0
2849
0
106
0
0
0
0
0
0
0
0
60
0
0
0
0
84
5
0
0
10466
0石炭
原油 0
0
0
0
0
0天然ガス
その他鉱業 10．967 0 10，967
化学 15 401 3978 19，462
窯業・土石 】31，445 244
0
1
131695
鉄鋼 48224 48．224
石炭製品
油製ロ
29263 29，264
石′　　 RR
他製造業
7546
78443
2，277
41，089
0
24，035
0
0
6］164
867
3，659
144．434
電力 7507 4028 85 11，620
ガス
吏モ′し
260 953 20 1233
建設
運輸
4 10－1
57，023
0
11381
29 107
476
0
24
312日
69，120
サービス 201601 143，632 14720 3．03 362982
計 599234 210．433 68］443 1．773 876，337
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間消費（二次）民間投資（二次）
農林水産 7451 2，791
0
0
0
0
103
0
0
0
0
118
0
0
0
0
168
10462
0
0
0
10，967
石炭 0
原油 0
天然ガス 0
その他鉱業 10，967
化学 15，401 3．977 0 19，546
窯業・土石 131，445 237
0
1
0
0
0
0
70
0
0
－12．328
137．693
鉄鋼 48224 48，224
石炭製品 29，263 29，264
石油製品 7546 2 289 2．493
他製造業 78443 40，600 23，6241．713144，380
電力 75C）7 4，074 ○ 172 11．753
ガス
幸弘
260 954 0 40 1．254
建設
運輸
4，1
57，0
04
23
0
11，508
29，019
476
0
485
33．122
69，492
サービス 201601 144．〔氾8 15，0796075366763
計 599234 210438 68．301 3547 874，427
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間満貫（二次）民間投資（二次）
農林水産 7451
0
C
0
10，967
2．732
0
0
0
100
0
0
0
0
0
0
0
0
0
23 214
0
0
173
0
0
0
0
252
10，456
0
0
0
10．967
石炭
原油
天然ガス
その他鉱業 0
3］977化学 15401 19．629
窯業・土石 131．445 230 15
0
0
r18．492
131，690
鉄鋼 48，224 0
1
48，224
石炭製品 29263 29，264
石′由製品 7，546 2301 －8，646
他製造業 78，443 40．110 2．538 144．306
電力 7．507 4，119 261 11．887
ガス
室ミn
260 955 60 1276
建設
運輸
4 104
57023
0
11634
28，930
477
0
736
33034
69，870
サーヒス 201601 144384 15．4389 137 370，560
計 599234 210444】　　　 離日59肩5，320 872，516
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間消費（二次）民間投資（二次）
農林水産 7，451
0
2674
0
96
0
0
0
0
0
0
0
0
0
22．804
0
0
226
0
0
0
0
335
10447
0石炭
原油 0
0
0
0
0
0天然ガス
その他鉱業 10967 0 10，967
化学 15，401 3，976 19，712
窯業・土石 131，445 223
0
1
19
0
0
24，656
131．687
鉄鋼 48224 48．224
石炭製品 29263 29，264
石油製品 7546 2312 －14］798
他製造業 78，443 39，621 3．343 144，211
電力 7，507 4，165 351 12，024
ガス
車訊
260 956 81 1297
建設
運輸
4．104
57023
0
11，760
28 842
478
0
992
32，945
70253
サーヒス 201，601 144760 15，797 12．214 374372
計 599234 210ノ44g 6801717， 94 870606
投資効果 インフラ効 合計
間接一次 民間消費（二次）民間投資（二次）
農林水屋 7，451 2616 93
0
0
0
0
0
0
0
0
0
22 394
0
276
0
0
0
0
419
10．436
石炭 0
0
0
0
0
0
0
3975
0
0
0
原油
天然ガス
その他鉱業 10967 10967
化学 15401 19．795
窯業・土石 131445 216
0
1
23
0
0
－30，820
131．684
鉄鋼 48224 48．224
石炭製品 29263 29，264
石油製品 7546 2324 －20 950
他製造業 78443 39132 4 127144096
電力 7507 4211 444 12．163
ガス
◆訊
260 957 0 101 1318
建退
運輸
4 104
57023
0
11886
28，753
478
0
1254
32．857
70641
サーヒス 20膏01 145，り6 16．1565，307378201
計 599234 210454 67 874 肩8869 868，694
6．外生変数の実績値と想定値
lG
（1 0 億 円 ）
C G
（1 0 億 円 ）
J
（1 0 億 円 ）
E X
（1 0 億 円 ）
N L
（万 人 ）
W O IL
（＄／b b l）
D U M l D U M 2 D U M 3 D U M 4 D U M 5 D U M 6　 】D U M 7 D U M 8 D U M g
6 5 9 ．9 2 1 5 0 1 6 ．5 7 8 8 0 6 0 5 1 7 3 ，4 6 4 6 0 4 ，8 1 6 0 0 1 5 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0
6 6 1 1 ．2 4 3 1 0 1 7 ，3 2 7 1 0 7 9 6 3 9 3 ．9 7 6 4 0 4 ．9 0 8 0 0 1 5 0 0 00 0 0 0 0 0 0
0
0
0
0
6 7 1 2 ．3 2 2 1 0 1 7 ．9 4 7 0 0 1 ，0 6 4 5 1 4 ．3 1 6 4 0 5 ．0 0 5 0 0 1 5 0 0 00
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6 8 1 3 ，9 4 5 5 0 1 8 ．8 1 9 3 0 1 ．6 2 7 5 8 5 ，4 0 5 2 0 5 ，0 7 6 0 0 1 5 0 0 0 0
6 g 1 5 2 6 7 1 0 1 9 ，5 5 3 6 0 1 ．4 1 0 4 3 6 ．5 2 9 3 0 5 ，1 1 6 0 01 5 0 0 0 0
7 0 1 7 ．5 8 3 2 0 2 0 ，5 3 7 6 0 2 ．0 9 7 9 9 7 ．6 7 9 0 0 5 ．1 7 0 0 0 1 5 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0
7 1 2 1 ．4 8 6 4 0 2 1 ．5 2 9 8 0 1 ，0 2 1 4 8 8 ．6 9 6 5 0 5 ．1 8 9 0 0 2 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0
7 2 2 4 ，0 6 2 2 0 2 2 ．5 5 9 0 0 1 ，1 8 6 0 2 9 ，3 7 1 4 0 5 ．2 2 7 0 0 2 0 0 0 00
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7 3 2 2 ，3 1 7 2 0 2 3 ．5 2 4 2 0 1 ．7 9 0 9 4 1 0 ，0 0 6 1 0 5 ，3 2 3 0 3 0 0 0 0
7 4
7 5
2 2 ，3 2 8 6 0
2 3 ．5 6 9 1 0
2 4 ，13 8 9 0
2 6 ，7 5 5 4 0
1 ．2 5 4 7 4
3 6 0 9 6
1 2 ．18 1 9 0
1 2 ．10 3 2 0
5 ，3 0 2 0 0
5 ．3 4 4 0 0
1 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7 6 2 3 ．4 7 6 1 0 2 7 ．8 2 4 2 0 8 2 1 4 2 1 3 ．9 1 7 7 0 5 ．3 8 8 0 0 1 1 0 0 0 0 0
7 7 2 6 ．6 4 0 1 0 2 9 ．0 0 2 0 0 6 3 8 4 1 5 ，1 0 3 5 0 5 ．4 7 1 0 0 1 2 0 0 0 00 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0 0 0
7 8 3 0 ，1 0 7 7 0 3 0 ．5 7 8 5 0 8 1 7 5 9 1 4 ，8 1 7 4 0 5 ，5 4 9 0 0 1 2 0 0 0 00
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
－1
0
0
1
0 0 0 0 0
7 9 2 9 ，5 6 6 6 03 1 ，6 7 0 1 09 0 3 2 41 6 ．9 3 2 8 05 ，6 0 7 0 0 2 4 0 0 0 0 0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
－1
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
0
0
8 0 2 9 ．0 5 0 3 0 3 2 ，7 1 1 9 0 7 6 3 3 1 1 9 ．2 8 4 4 0 5 ．6 7 1 0 0 2 6 0 0 0 0
8 1
8 2
2 9 ．2 4 6 1 0
2 8 ．8 8 1 6 0
3 4 ，2 3 0 6 0
3 4 ．9 1 0 7 0
6 7 1 7
3 6 3 1 6
2 2 ．2 1 2 6 0
2 2 ．4 8 6 、7 0
5 ．7 2 1 0 0
5 ．8 0 7 0 0
3 2 0 0 0 0
3 4 0 0 0 0
8 3 2 8 ．1 5 1 1 0 3 5 ．9 7 3 3 0 1 8 3 3 7 2 3 ，6 1 2 6 0 5 ，8 9 2 0 0 3 0 0 0 0
8 4 2 7 ，19 5 9 0 3 6 ．6 6 2 6 0 6 5 9 8 3 2 6 ，8 9 7 3 0 5 ，9 4 5 0 0 2 9 0 0 0
8 5 2 5 ，4 1 7 0 0 3 6 ．9 8 6 8 0 8 8 8 3 3 2 7 ．6 3 5 1 0 5 ，9 7 5 0 0 2 8 0 0 0 0 0 0
8 6 2 6 ．8 4 0 2 0 3 8 ．8 2 8 0 0 5 3 3 9 2 2 6 ．4 5 1 8 0 6 ．0 3 1 0 0 1 3 0 0 0 0
0
0
0
0
0
0
1
1
8 7 2 9 ．12 9 3 0 3 9 ，4 0 7 0 0 5 7 3 4 2 2 8 ．2 2 4 1 0 6 ．1 0 5 0 0 1 8 0 0 0
8 8 2 9 ．1 2 7 4 0 4 0 ．3 2 2 1 0 1 ．4 4 6 3 4 3 1 ．7 2 4 2 0 6 ．18 6 0 1 8 0 0 0 0
8 9 2 9 ．6 2 6 9 0 4 0 ．9 6 8 0 0 1 ．5 8 7 1 33 7 ．0 5 8 2 06 ．3 0 2 0 0 1 4 0 0 0 0 1 1
0
0
0
0
0
0 0 －1 1 1
9 0
9 1
3 0 ．9 8 4 2 0
3 3 ．2 0 0 4 0
4 1 ．8 5 2 9 0
2 ．4 4 5 7 0
1 ，4 3 1 3 7
1 ，8 8 9 6 7
3 9 ，8 7 4 3 0
4 1 ，6 7 4 1 0
6 ．4 1 4 0 0
6 ，5 3 2 0 0
1 6 0 0 0 0
2 0 0 0 0 0
1
1
0
1
0
1
1
1
－1
0
0
0
1
0
1
1
0
9 2
9 3
3 8 ，7 2 4 1 0
4 3 ，6 1 6 3 0
4 3 ．3 3 8 5 0
4 4 ，3 9 1 8 0
3 9 1 6 6
3 8 0 7 9
4 2 ，4 2 5 、3 0
4 1 ．13 9 、0 0
6 ，5 8 3 0 0
6 ，6 2 9 0 0
1 6 0 0 0 0
1 6 0 0 0 0
0
－1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
一　 二1
－1
－1
0
0
0　0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9 4 4 3 ，1 3 4 2 0 4 5 ，6 6 3 5 0 1 6 7 7 8 4 3 ．2 5 8 5 0 6 ．6 5 0 0 0 1 3 0 0 0 0－1
9 5 4 6 ．5 5 2 8 0 4 6 ，9 1 9 1 0 6 3 4 7 9 4 7 ．3 0 0 2 0 6 ．6 7 2 0 0
6 ，6 9 8 6 9
1 6 0 0 0 0 －1 0
0
　 0
－1
1 0
09 6 4 7 ．0 1 8 4 0 4 7 ．3 8 8 3 0 6 3 4 7 9 3 8 4 7 ，7 7 3 2 01 6 3 2 0 0 1 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
9 7 4 7 ，4 8 8 6 0 4 7 ．8 6 2 2 0 6 3 4 7 9 3 84 8 ，2 5 0 9 06 ，7 2 5 4 8 1 6 6 4 6 4 1 0 －1 1 1 0
9 8 4 7 ，9 6 3 4 0 4 8 ，3 4 0 8 0 6 3 4 7 9 3 8 4 8 ，7 3 3 4 0 6 ，7 5 2 3 8 1 6 9 7 9 31 0 －1 1 1 0
9 9 4 8 ，4 4 3 1 0 4 8 ，8 2 4 2 0 6 3 4 7 9 3 8 4 9 ．2 2 0 8 0 6 ．7 7 9 3 9 1 7 3 18 91 0 －1 1 1 0
0 0 4 8 ．9 2 7 5 0 4 9 ．3 1 2 5 0 6 3 4 7 9 3 84 9 ．7 1 3 、0 06 ．8 0 6 5 1 1 7 6 6 5 3 1 0 －1 了 1 0
0 1 4 9 ．4 1 6 8 0 4 9 ．8 0 5 6 0 6 3 4 7 9 3 8 5 0 ．2 1 0 1 0 6 ．8 2 0 1 2 1 8 0 1 8 81 0 －1 1 1 0
0 2 4 9 ，9 1 0 9 05 ．3 0 3 7 0 6 3 4 7 9 3 8 5 0 ．7 1 2 2 0 6 ブ8 3 3 7 7 1 8 3 7 91 0 －1 1 1 0
0 3 5 0 ，4 1 0 1 0 5 0 ．8 0 6 7 0 6 3 4 7 9 3 8 5 1 ．2 1 9 3 0 6 ，8 4 7 4 3 1 8 7 4 6 51 0 －1 1 1 0
0 4 5 0 ．9 1 4 2 0 5 1 ，3 1 4 8 0 6 3 4 7 9 3 8 5 1 ，7 3 1 5 0 6 ，8 6 1 1 3 1 9 1 2 1 51 0 －1 1 1 0
0 5 5 1 ，4 2 3 3 0 5 1 ，8 2 7 9 0 6 3 4 7 9 3 8 5 2 ，2 4 8 9 0 6 ，8 7 4 8 5 1 9 5 0 3 91 0 －1 1 1 0
0 6 5 1 ．9 3 7 5 0 5 2 ．3 4 6 2 0 6 3 4 7 9 3 8 5 乙7 7 L 3 0 6 ．8 8 8 6 0 1 9 8 9 4 01 0 －1 1 1 0
0 7 5 2 ．4 5 6 9 0 5 2 ．8 6 9 7 0 6 3 4 7 9 3 8 5 3 ，2 9 9 1 0 6 ，9 0 2 3 8 2 0 2 9 1 91 0 －1 1 1 0
0 8 5 2 ，9 8 1 5 0 5 3 ，3 9 8 4 0 6 3 4 7 9 3 8 5 3 ，8 3 2 0 0 6 ，9 1 6 1 8 2 0 （39 7 71 0 －1 1 1 0
0 9 5 3 ．5 1 1 3 0 5 3 ，9 3 2 3 0 6 3 4 7 9 3 8 5 4 ，3 7 0 4 0 6 ．9 3 0 0 1 2 1 1 1 1 71 0 －1 1 1 0
1 0 5 4 ．0 4 6 4 0 5 4 ．4 7 1 7 0 6 3 4 7 9 3 85 4 ．9 1 4 1 0 6 ．9 4 3 8 72 1 5 3 3 9 1 0 －1 1 1 0
57
7．内生変数の実績値
G N P C P P M G N P P K し P C W P l S F H S S H
（1 0 億 円 ） （1 0 億 円 ） （1 0 億 円 ）（1 0 億 円 ） （1 0 億 円 ） （1 0 億 円 ） （万 人 ） （9 0 ニ10 0 ） lC 9 5 ニ1 0 0 ） （1 0 億 円 ） （1 0 億 円 ）
6 5 1 1 3 ，0 5 0 1 0 7 7 ．6 7 8 0 0 1 6 ．7 8 0 3 0 7 ，3 8 2 0 0 1 5 1 ．4 0 4 9 0 8 9 ，8 1 5 8 0 4 ，7 5 4 0 02 7 3 5 2 5
9 ，5 3 1 1 0
19 2 ．8 4 6
6 6 1 2 5 ，5 6 8 2 0 8 5 ．6 4 4 3 01 9 ．7 9 0 1 0 8 ．4 6 5 4 0 1 5 9 ．4 1 1 9 0 1 0 5 ．2 4 9 2 0 4 ．8 4 4 0 02 9 0 5 5 3 9
6 7 1 3 9 ，4 4 0 2 0 9 4 ．0 6 2 3 0 2 4 ，7 8 7 4 01 0 ．2 2 6 5 0 1 6 9 ．0 6 5 2 0 1 2 3 ．2 7 1 1 0 4 ．9 4 4 0 03 0 2 5 5 4 7
6 8 1 5 6 ．6 1 6 3 0 1 0 2 ．9 4 0 0 0 2 9 ，5 4 9 8 0 1 し3 8 4 2 0 1 7 9 ，0 1 7 3 0 1 4 4 ，6 7 2 3 0 5 ．0 1 8 0 03 1 6 3 5 5
6 9 1 7 5 ．4 7 6 4 0 1 1 3 ．0 2 5 5 0 3 7 ，4 0 4 7 0 1 3 ，3 8 2 0 0 1 8 9 ，7 8 8 0 0 1 6 8 ，2 7 3 8 0 5 ．0 5 9 0 03 3 2 2 5 6 8
7 0 1 9 0 ．0 7 6 2 0 1 2 0 ．4 8 9 8 0 4 1 ．4 7 9 3 0 1 6 ．1 6 8 9 0 2 0 1 ，1 0 1 3 0 1 9 5 ．8 8 1 2 0 5 ，1 0 0 03 5 6 3 5 8 2 2 9 ．0 0 5
7 1 1 9 9 ．8 2 6 4 0 1 2 7 ，6 0 9 3 0 4 1 ．0 1 4 6 01 6 ．5 7 2 3 0 2 0 9 ，9 8 0 9 0 2 2 4 ．8 8 7 7 0 5 ，1 2 1 0 03 7 9 3 5 7 6 9 ，7 5 4 9 0 2 6 6 ．9 4 3
7 2 2 1 8 ．3 3 1 4 0 1 4 0 ，1 1 9 0 0 4 5 ．3 7 9 7 0 1 8 ．8 9 6 0 0 2 1 9 ．4 7 4 8 0 2 5 8 ，8 8 0 6 0 5 ．1 5 6 0 04 0 4 2 5 9 5 1 1 ．9 5 7 1 0 3 4 8 ．0 1 5
7 3 2 2 9 ．2 6 0 0 0 1 4 8 ，5 1 7 4 0 5 1 ．2 0 4 5 0 2 3 ，3 2 2 7 0 2 3 2 ．4 7 7 6 0 2 9 4 ．5 1 1 8 0 5 ．2 5 6 0 04 6 0 1 7 3 1 7 ′2 6 4 1 0 4 3 8 月 1 4
7 4 2 2 7 ．7 5 5 6 0 1 5 0 ．6 9 8 1 0 4 5 ，2 0 7 0 0 2 3 ．6 4 1 8 0 2 4 0 ．1 7 7 5 0 3 2 5 ．6 6 6 8 0 5 ．2 2 3 0 05 5 1 5 9 0 1 2 4 ，3 5 3 4 0 4 7 0 ．9 4 3
7 5 2 3 7 ．0 8 9 8 01 5 6 ，0 1 9 6 0 4 5 ．9 5 5 1 02 1 ．7 1 9 5 0 2 4 9 ．4 0 5 4 0 3 5 6 ．9 4 0 3 0 5 ．2 4 0 0 06 0 6 7 9 1 9 2 6 ．3 0 9 8 0 5 2 3 ，4 6 3
7 6 2 4 6 ．0 5 6 0 0 1 6 1 ．2 5 5 7 0 4 6 ．6 9 6 6 02 3 ．1 1 5 1 0 2 5 9 ．4 7 2 2 03 8 8 ．8 5 2 3 0 5 ．2 8 2 0 06 6 6 5 9 6 9 2 8 ，1 4 9 3 0 5 8 6 ．2 7 5
7 7 2 5 7 ，3 2 8 0 0 1 6 7 ．8 7 0 8 0 4 6 ，7 9 2 3 0 2 3 ．6 0 8 1 0 2 7 0 ．7 7 6 6 0 4 2 2 ．8 4 1 9 0 5 ．3 5 8 0 07 0 9 4 9 7 3 3 ，0 1 9 4 0 6 4 8 ，5 7 0
7 8 2 7 1 ．5 8 0 5 0 1 7 7 ．7 0 0 3 0 4 9 ，6 5 6 2 0 2 5 ，9 1 9 3 0 2 8 2 ．4 2 9 2 0 4 5 9 ．9 1 7 9 0 5 ．4 2 7 0 07 3 9 5 9 5 2 9 ，1 5 5 9 0 7 4 2 ，2 4 0
7 9 2 8 5 ，5 2 8 8 0 1 8 7 ．2 6 9 4 0 5 3 ，0 8 1 1 0 2 8 ，5 2 6 8 0 2 9 4 ．8 0 3 2 0 4 9 6 ．8 0 6 4 0 5 ，4 9 3 0 07 7 2 3 1 0 7 4 2 7 ，7 4 6 2 0 8 6 7 ，6 9 1
8 0 2 9 2 ，5 1 1 9 0 1 8 8 ．6 0 9 4 0 5 3 ．8 3 1 2 02 7 ．6 5 1 8 0 3 0 7 ，3 8 0 0 0 5 3 0 ，8 8 1 3 0 5 ，5 5 2 0 08 2 8 4 1 2 1 2 3 0 ．9 6 2 5 0 9 8 7 ，6 3 7
8 1 3 0 0 ．9 4 7 3 0 1 9 2 ．5 3 8 6 0 5 4 ．5 0 4 7 0 2 9 ．7 5 7 3 0 3 1 9 ，1 3 6 5 0 5 6 3 ．8 4 5 7 0 5 ．5 9 4 0 06 1 5 1 2 2 7 3 2 ．8 6 9 2 0 1 ．1 0 3 ．4 9 4
8 2 3 1 0 ．9 7 9 5 0 2 0 1 ．2 9 5 1 0 5 4 ．9 5 3 9 0 2 8 ．4 0 5 7 0 3 3 2 ．1 4 9 2 0 5 9 5 ，4 6 0 0 0 5 ，6 6 4 0 08 8 2 8 1 2 3 9 3 0 ．8 6 8 6 0 1 ．1 8 3 ．0 1 7
8 3 3 1 9 ．1 4 0 9 0 2 0 7 ，2 8 7 8 0 5 5 ，1 9 8 0 0 2 7 ．8 3 4 1 0 3 4 5 ．4 4 9 7 0 6 2 3 ．7 3 7 4 0 5 ．7 3 5 0 09 0 2 1 2 1 3 1 ．7 8 5 1 0 1 ，2 5 4 ．4 4 9
8 4 3 3 2 ，3 8 3 3 0 2 1 2 ，5 0 8 0 0 5 9 ．9 2 5 0 03 0 ，4 3 2 8 0 3 5 8 ．9 3 1 3 0 6 5 1 ．6 9 3 7 0 5 ．7 8 6 0 09 2 5 1 2 1 5 3 3 ．4 5 5 7 0 1 ，3 3 6 ．0 2 5
8 5 3 4 6 ．7 3 7 4 0 2 2 0 ，0 2 2 2 0 6 5 ，6 9 0 0 0 2 9 ．3 7 7 2 0 3 7 2 ，0 6 9 4 0 6 7 9 ，8 4 4 6 0 5 ，8 1 7 0 09 3 3 1 1 7 5 3 5 ．2 7 9 9 0 1 ，4 3 5 ．5 8 2
8 6 3 5 7 ，6 8 4 8 0 2 2 8 ．6 1 3 2 0 6 8 ．9 7 3 2 0 3 0 ，1 8 1 6 0 3 8 5 ．7 9 9 9 0 7 0 9 ，6 2 3 4 0 5 ，8 6 0 0 09 4 6 9 1 0 6 3 4 ，5 8 7 4 0 1 ，6 7 5 ，2 6 9
8 7 3 7 5 ，6 2 3 2 0 2 3 8 ．0 2 3 4 0 7 7 ．5 4 2 1 0 3 5 ，5 2 5 8 0 4 0 1 8 1 0 9 0 7 4 6 ，1 7 1 4 0 5 ．9 3 6 0 09 5 3 1 0 4 4 3 3 ，0 0 9 6 0 2 ．0 2 7 ，0 9 3
8 8 3 9 7 ，9 7 5 2 0 2 5 1 ．2 7 1 2 0 8 7 ．7 4 0 5 04 4 ．3 4 7 3 0 4 2 0 ，9 6 8 4 07 8 ，6 3 6 6 0 6 ．0 3 6 0 09 5 8 1 0 3 7 3 2 ，1 1 9 5 0 乙2 3 6 ，3 5 2
8 9 4 1 6 ］6 7 4 4 0 2 6 1 ．9 3 6 5 0 9 6 ．0 9 5 9 0 5 4 ．3 1 8 9 0 4 4 2 ．7 2 9 6 0 8 2 3 ．6 7 8 8 0 6 ．1 6 3 0 09 8 2 6 1 0 7 4 3 2 ，1 0 7 4 0 2 ．5 8 1 ．0 4 6
9 0 4 3 8 ，8 0 3 5 0 2 7 2 ．8 2 6 8 0 1 0 5 ，4 4 4 4 0 5 8 ．4 2 4 1 0 4 6 5 ．8 3 7 7 0 8 6 4 ．3 2 5 9 0 6 ．2 8 0 0 01 0 0 7 3 1 0 8 6 3 2 ，5 8 3 3 0 2 ．7 0 4 ，5 6 3
9 1 4 5 1 ，9 7 0 9 0 2 8 0 ．4 8 8 9 0 1 0 4 ，6 6 4 7 0 5 7 ．8 8 5 6 0 4 8 8 ．8 3 5 9 0 9 0 4 ．1 1 5 0 0 6 ．3 9 5 0 01 0 2 9 5 1 0 7 3 3 8 ，9 8 2 0 0 2 ．6 5 0 ．1 5 7
9 2 4 5 5 ，0 8 4 1 0 2 8 3 ，7 6 3 2 0 9 7 ．8 9 6 8 0 5 4 ．9 0 1 5 0 5 0 5 ．9 7 4 9 0 9 4 4 ．7 3 1 9 0 6 ，4 3 7 0 01 0 4 8 3 1 0 5 7 4 0 ．4 0 0 0 0 2 ．4 9 9 ．3 9 1
9 3 4 5 6 ．6 3 8 ＿4 0 2 8 8 ，6 4 3 8 0 9 0 ．8 5 6 5 0 5 3 ．7 4 6 9 0 5 1 9 ．9 5 3 5 0 9 9 0 ．1 3 3 9 0 6 ．4 5 4 0 01 0 5 9 7 1 0 2 24 1 ．5 1 2 3 02 ．5 0 6 ．3 7 6
9 4 4 5 9 ．3 3 4 4 0 2 9 3 ，0 1 7 9 0 9 0 ．7 6 5 7 0 5 8 ，7 8 7 8 0 5 3 2 ，4 5 6 4 0 1 ．0 3 5 ．2 6 7 0 0 6 ，4 5 5 0 01 0 4 4 1 0 0 8 4 6 ．13 0 6 0 2 ，5 3 8 ，1 0 8
9 5 4 7 2 ．5 3 2 6 0 3 0 2 ．2 0 2 9 0 9 4 ．2 1 0 6 06 9 ，4 7 4 7 0 5 4 5 ．8 4 4 3 0 1 ．0 8 1 ．6 8 8 0 0 6 ，4 5 6 0 01 0 5 7 9 9 9 4 4 ．8 0 8 6 0 2 ，5 6 1 ，0 8 7
9 6 4 8 9 ．0 0 2 1 0 3 1 0 ．6 3 8 8 0 1 0 3 ．7 8 9 8 0 7 7 ，5 8 2 8 0 5 6 3 ，8 9 7 6 0 1 ．1 2 8 ．6 7 3 0 0 6 ，5 1 2 0 01 0 6 1 4 1 0 0 3 4 6 ． 9 1 6 0 2 15 8 5 ，5 5 7
P O ル J P E L G S E l E I C O A L E l O ル E I G A SE I E L E E I C O K E E l O P R D
（＄／b b り ぐ9 5 こ1 0 0 ） （T c a l）（T c a l） （T c a L）（T c a l） （T c a l） （T c a I） （T c a l）
7 9 2 3 0 7 1 0 6 4 3 ．8 6 3 ，3 9 0 5 6 6 ，4 9 0 0 0 2 ，5 4 1 ，8 0 0 2 1 4 ，8 5 0 0 0 3 8 9 ，8 9 0 0 0 －1 6 ．0 6 0 0 01 6 6 ，4 2 0 0
8 0 3 4 6 1 1 0 6 4 3 ．8 0 2 ，9 8 0 6 8 4 ．0 2 0 0 0 2 ．3 1 1 ，1 0 0 2 4 1 ，6 5 0 0 0 4 3 2 ，7 2 0 0 0 －1 4 79 2 0 0 0 1 4 8 ，4 1 0 0 0
8 1 3 6 9 4 1 1 4 5 3 ，6 7 9 ．5 5 0 7 0 8 ，2 3 0 0 0 2 ．0 9 2 ．4 2 0 2 4 2 ，6 0 0 0 0 4 4 0 ，5 2 0 0 0 －1 3 ，4 3 0 0 0 2 0 9 ，2 1 0 0 0
8 2 3 4 0 7 1 1 5 3 ，6 0 6 ．3 8 0 6 7 5 ，5 9 0 0 0 1 9 7 7 月 1 0 2 5 2 ，3 8 0 0 0 4 6 2 ．1 7 0 0 0 1 1 ．7 4 0 0 02 5 0 ，3 7 0 0
8 3 2 9 6 6 1 1 5 2 3 ，7 6 乙 7 2 0 6 9 0 ，7 4 0 0 0 2 ，0 0 6 ，9 2 0 2 8 9 ，6 2 0 0 0 4 9 9 ，2 5 0 0 0 肩1 5 ，8 1 0 0 0 2 9 2 ，0 0 0 0 0
8 4 2 9 1 4 1 1 5 3 3 ，8 5 8 ．5 3 0 7 5 5 ，6 8 0 0 0 1 ，9 3 9 ，4 6 0 3 6 9 ，2 8 0 0 0 5 1 7 ，7 5 0 0 0 －1 7 ．8 4 0 0 0 2 9 4 ，2 0 0 0 0
8 5 2 7 2 9 1 1 5 5 3 ，9 3 3 ．7 1 0 7 8 6 ，1 3 0 0 0 1 ．8 3 8 ，9 7 0 3 8 2 ，1 5 0 0 0 6 0 2 ．5 9 0 0 0 －1 6 ，2 0 0 0 0 3 4 0 ，0 7 0 0 0
8 6 1 3 8 1 1 10 3 ，9 0 2 ．1 2 0 7 1 鋸 1 0 0 0 1 7 4 6 ，1 5 0 3 9 5 ，9 1 0 0 0 6 1 7 ，9 9 0 0 0 －1 7 ，3 3 0 0 04 4 1 ，2 9 0 0
8 7 1 8 1 5 1 0 2 3 4 ，0 9 3 ．8 9 0 7 5 7 ノ7 5 0 0 0 1 ．7 4 5 ，0 3 0 4 0 8 ，7 6 0 0 0 6 5 0 ，7 5 0 0 0 －2 3 ．2 1 0 0 0 5 5 4 ，8 1 0 0 0
8 8 1 4 7 9 9 9 9 4 13 1 9 ．1 5 0 8 0 6 ，4 9 0 0 0 1 ．8 5 3 ．5 5 0 4 2 5 ．9 3 0 0 0 6 6 8 ，2 9 0 0 0 －1 8 ，6 7 0 0 0 5 8 3 ，5 6 0 0 0
8 9 1 7 8 6 9 8 8 4 ，4 7 4 ．2 9 0 8 0 0 ．6 9 0 0 0 1 ，9 6 1 ．5 2 0 4 6 1 ，5 1 0 0 0 6 8 4 ，4 7 0 0 0 胃1 5 ，6 6 0 0 0 5 8 1 ，7 6 0 0 0
9 0 2 3 3 4 9 9 4 4 ．6 6 2 ．6 9 0 8 1 7 ，0 6 0 0 0 2 ．1 5 7 ．5 1 0 4 9 2 ，7 6 0 0 0 7 2 7 ．1 4 0 0 0 －1 2 ．4 1 0 0 0 4 8 0 ，6 3 0 0 0
9 1 1 8 8 9 1 0 1 1 4 ．7 9 4 ．6 4 0 8 3 2 ．3 7 0 0 0 2 ．2 7 2 ．3 8 0 5 2 0 ，8 5 0 0 0 7 7 1 ，6 8 0 0 0 －1 8 6 9 0 0 0 4 1 6 ，0 5 0 0 0
9 2 1 9 2 9 1 0 1 2 4 ，8 3 4 ．9 9 08 0 8 ，3 7 0 0 0 2 ．3 8 9 ，3 2 0 5 2 9 ，4 1 0 0 07 5 7 ．7 4 0 0 0－1 8 ．6 8 0 0 0 3 6 8 ．8 3 0 0 0
9 3 1 6 7 3 1 0 1 1 4 ，8 5 0 ．7 3 0 8 1 7 ，5 9 0 0 0 2 ．3 7 1 ．0 7 0 5 4 1 ，6 0 0 0 0 8 4 4 ．6 4 0 0 0 －2 2 ．7 2 0 0 0 2 9 8 ．5 5 0 0 0
9 4 1 7 3 2 9 9 9 5 ，0 8 9 ．2 6 0 8 7 3 ，2 4 0 0 0 2 ．5 3 1 ，8 6 0 5 7 4 ．8 0 0 0 0 8 2 4 ．6 7 0 0 0 －2 0 ．9 0 0 0 0 3 0 5 ，5 9 0 0 0
9 5 1 8 2 4 1 0 0 5 ．2 0 8 ．0 9 08 8 ，6 2 0 0 0 2 ．4 5 2 ，0 2 05 8 9 ，2 3 0 0 0 9 1 5 ．0 1 0 0 0 －2 0 ．2 0 0 0 03 7 3 ．4 1 0 0 0
9 6 2 1 4 8 9 8 5 5 ．2 9 5 ．6 2 0 9 0 6 ，4 2 0 0 0 2 ．4 4 4 ，8 8 0 6 2 6 ，4 5 0 0 0 9 3 8 ，0 3 0 0 0 胃1 7 ．9 2 0 0 0 3 9 7 ．7 6 0 0 0
E 2 C O A L
（T c a り
E 2 G A S
（T c a l）
E 2 C O K E
（T c a l）
E 2 0 P R D
（T c a り
E 2 E L E
（T c a り
E 2 C G A S
（T c a l）
E 3 C O K E
（T c a l）
E 3 0 P R D
（T c a り
7 9 3 0 ．5 3 0 0 0 1 1 ，8 6 0 0 0 4 0 7 ，2 3 0 0 02 4 7 9 ． 1 0 4 4 7 ，6 3 0 0 0 8 5 ，6 1 0 0 0 3 2 6 ，4 4 0 0 0 1 ．8 6 1 ，4 3 0
8 0 6 2 ．8 2 0 0 0 9 ，9 6 0 0 0 4 3 9 ．0 6 0 0 0 2 ，2 5 6 ．2 8 0 4 4 0 ．2 4 0 0 0 9 2 ，5 7 0 0 0 3 3 6 ，6 5 0 0 0 1 ．6 7 1 ．4 2 0
8 1 8 0 ．7 6 0 0 0 1 0 ．2 7 0 0 0 4 5 6 ．5 1 0 0 0 2 ，1 1 5 ，3 0 0 4 4 2 ．1 9 0 0 0 9 6 ，7 2 0 0 0 3 2 8 ，8 9 0 0 0 1 ．5 7 9 ，8 5 0
8 2 7 7 ．0 4 0 0 0 1 0 ．0 6 0 0 04 3 ．8 9 0 0 0 2 ．0 1 7 ，4 8 0 4 4 1 ．3 2 0 0 0 9 8 ．2 5 0 0 0 3 0 3 ，0 3 0 0 0 1 ，5 2 5 1 2 0
8 3 7 5 ．3 4 0 0 0 1 0 ，4 9 0 0 0 4 2 4 ．5 6 0 0 0 2 ．0 9 6 ，7 9 0 4 6 8 ．6 1 0 0 0 1 0 7 ，3 5 0 0 0 3 0 4 ．9 9 0 0 0 1 ，6 0 0 ，7 5 0
8 4 8 9 ．4 3 0 0 0 1 0 ．2 4 0 0 0 4 5 6 ．5 5 0 0 0 2 ．0 5 1 ，7 1 0 4 9 2 ．3 4 0 0 0 1 1 3 ，0 7 0 0 0 3 2 3 ，2 0 0 0 0 t 6 0 7 ，9 5 0
8 5 9 8 ．3 9 0 0 0 9 ．1 6 0 0 0 4 5 3 ．7 0 0 0 0 2 ．0 1 0 ，4 0 0 5 0 8 ．3 0 0 0 0 1 1 8 ，7 5 0 0 0 3 1 1 ．4 7 0 0 0 1 ，6 2 1 ，0 2 0
8 6 9 9 ．4 4 0 0 0 7 ．6 9 0 0 0 4 0 9 ．1 8 0 0 0 2 ．0 0 4 ，5 4 0 5 1 0 ．6 1 0 0 0 1 2 2 ，4 7 0 0 0 2 7 5 ．3 7 0 0 0 1 ，6 6 2 ，3 3 0
8 7 1 0 3 ．1 3 0 0 0 8 ，3 9 0 0 0 4 1 2 ．1 4 0 0 0 2 ．1 0 7 ，6 3 0 5 4 1 ．8 0 0 0 0 1 2 7 ，6 9 0 0 0 2 8 5 ．8 6 0 0 0 1 ．7 3 8 8 0 0
8 8 1 1 0 ．1 1 0 0 0 7 ，3 4 0 0 0 4 4 0 ．1 5 0 0 02 2 1 1 ，7 5 0 5 7 1 2 3 0 0 0 1 3 6 ．8 6 0 0 0 3 0 1 ．3 0 0 0 0 1 ，8 3 8 ．0 5 0
8 9 1 2 3 ，1 2 0 0 0 7 ，5 9 0 0 0 4 3 0 ，5 0 0 0 0 2 ．3 1 3 ，3 3 0 6 0 6 ．7 4 0 0 0 1 4 4 ．7 8 0 0 0 2 9 3 ．4 9 0 0 0 1 ．8 9 3 ．5 8 0
9 0 1 3 6 ．2 0 0 0 0 7 ，0 3 0 0 0 4 1 5 ．7 7 0 0 0 2 ．4 0 1 ，6 2 0 6 5 0 ．7 6 0 0 0 1 5 2 ．5 6 0 0 0 2 8 2 β 7 0 0 0 1，9 5 5 ．0 7 0
9 1 1 5 1 ．8 3 0 0 0 6 ，2 0 0 0 0 3 9 7 ．7 4 0 0 02 4 3 8 ，4 8 0 6 7 1 ，1 8 0 0 0 1 6 5 ，7 9 0 0 0 2 6 5 ．9 0 0 0 0 2 ．0 0 9 ．5 8 0
9 2 1 4 2 ，6 7 0 0 0 5 ．6 9 0 0 0 3 6 9 ．0 0 0 0 0 2 ．5 0 4 ，9 0 0 6 7 7 7 1 0 0 0 1 7 4 ，7 7 0 0 0 2 4 8 ，9 5 0 0 0 2 ．0 3 6 ．8 6 0
9 3 1 4 6 ，1 4 0 0 0 5 ，4 5 0 0 0 3 6 3 ．7 4 0 0 0 2 ．4 5 8 ，8 7 0 6 8 3 ，1 0 0 0 0 1 8 8 ，7 5 0 0 0 2 4 6 ．2 7 0 0 0 2 ．0 4 3 ，1 2 0
9 4 1 5 8 ．7 4 0 0 0 5 ，4 1 0 0 0 3 6 4 ．2 9 0 0 0 2 ，5 7 4 ．9 3 0 7 2 9 ．1 2 0 0 0 1 9 1 ，4 6 0 0 0 2 4 0 ．7 7 0 0 0 2 ．1 13 3 7 0
9 5 1 6 3 ，5 9 0 0 0 4 ，9 8 0 0 0 3 6 4 ．6 7 0 0 02 5 9 7 7 5 0 7 4 8 3 1 0 0 0 2 0 6 ．0 8 0 0 0 2 3 7 ．6 3 0 0 0 2 1 8 6 ，7 5 0
9 6 1 7 0 ．3 9 0 0 0 4 ，4 9 0 0 0 3 5 6 ．9 3 0 0 0 2 ，6 3 6 ，3 5 0 7 6 6 0 8 0 0 0 2 1 4 ．5 5 0 0 0 2 3 4 ．0 4 0 0 0 2 2 0 4 ，6 7 0
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WPl（95年＝100）
ベース 省エネ 道路建設
96 99 479 99 479 99 4363
97 100 3943 100 3943 100 3496
98 100 1976 100 1976 100 1523
99 99 9995 99 9995 99 9513
00 99 7993 99 7993 99 7505
01 99 621899 6604 99 5987
02 99 4598 99 4765 99 4232
03 99 3224 99 319 992689
04 100 3149100 2938 100 2485
05 100 223 100 1863 100 1431
06 100 1695 100 119 1000798
07 100 1433100 0807 1000426
08 100 1369 100 0636 100 0286
09 100 1541 100 0715 100 0368
10 100 188 100 0971100 0649
PELGS（95年＝100）
ベース 省エネ 道路建設
96 101 791 101 791 101814
97 103 093 103 093 103 1055
98 103 152 103．152103 1588
99 103 1989 103 1989 103 203
00 103 2448 103 2448 103 2411
01 1032809 103 2833103 2837
02 1033195 103 3201 103316
03 1033601 103 358 103 3443
04 104 6225 104 6179104 5998
05 104 6498 104 6427 104 6236
06 104 6857 104 6761 104 6485
07 104 7207 104 7088 104 6748
08 104 7567 104 7424 104 7005
09 104 794 104 7775 104 7259
10 104 8151104 7965 104 7519
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ベ ー ス 省 エ ネ 道 路 建 設
9 6 4 ，4 0 6 6 1 4．40 6 6 15 ，5 08 2 6
9 7 4 ．4 3 9 8 2 4．43 9 8 2 5 ，6 28 2 1
9 8 4 ，4 5 7 5 3 4．45 7 5 3 5 ，7 31 4 9
9 9 4 ，4 5 8 5 6 4．4 5 8 5 6 5 ，8 15 9 5
00 4 ．4 5 1 3 0 4．4 5 1 3 0 5 ，8 91 8 9
0 1 4 ，4 3 8 4 0 4．4 40 8 4 5 ．9 71 54
0 2 4 ．4 1 7 0 2 4．4 14 3 2 6 ，0 31 9 5
03 4 ．3 94 54 4 ．3 8 7 17 6 ．09 2 8 9
04 4 ．3 66 12 4 ，3 54 3 5 6 ．14 7 4 4
05 4 ．2 65 7 7 4 ，2 50 1 3 6 ．1 99 3 1
0 6 4 ．2 36 0 5 4．21 6 6 2 6 ，2 56 4 9
0 7 4 ．2 03 6 4 4．180 7 0 6 ．3 11 6 1
0 8 4 ，170 7 3 4．144 5 3 6 ，3 67 9 1
0 9 4 ．135 2 0 4．10 5 9 9 6 ．4 22 14
10 4 ．100 6 0 4．0 6 8 6 1 6 ，4 79 78
60
?
